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今月の主な内容
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今月の ASAGOiNGな人 田
たなか

中 健
けんいち

一さん・英
え み

美さん・舜
よ り

人くん（関連記事 25ページ）

ひとと農ひとと農

　咲かす未来　咲かす未来



2

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

功
労
者
表
彰

市
の
公
益
の
増
進
、
文
化
の

向
上
、
行
政
の
振
興
・
発
展
に

寄
与
し
、
そ
の
功
績
の
顕
著
な

人
を
対
象
に
贈
る
も
の
で
、
市

の
自
治
発
展
・
市
民
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
自
治
功
労
】

松
田
　
理
明
（
東
京
都
）

日
下
　
　
茂
（
林
垣
区
）

　
田
　
俊
平
（
竹
ノ
内
区
）

山
本
　
愼
司
（
岡
田
区
）

白
瀧
　
迪
子
（
奥
銀
谷
区
）

福
富
　
宏
三
（
市
御
堂
区
）

足
立
賢
一
郎
（
諏
訪
区
）

宇
治
　
紘
三
（
生
野
４
区
）

藤
本
登
志
子
（
筒
江
区
）

【
消
防
功
労
】

大
本
　
　
勇
（
土
肥
区
）

【
福
祉
功
労
】

山
中
　
節
子
（
東
谷
区
）

佐
藤
　
朱
実
（
大
月
区
）

習
田
　
佳
子
（
東
京
都
）

木
村
　
嘉
宏
（
姫
路
市
）

小
森
　
昌
彦
（
城
南
台
区
）

梶
原
　
恵
子
（
内
海
区
）

永
井
三
栄
子
（
東
町
区
）

小
田
　
正
儀
（
南
真
弓
区
）

竹
村
　
秋
子
（
生
野
緑
ヶ
丘
区
）

鳥
居
　
恵
修
（
小
野
区
）

中
島
美
千
子
（
生
野
６
区
）

古
林
　
良
朗
（
北
真
弓
区
）

山
下
　
晴
美
（
新
町
区
）

足
立
ま
ち
代
（
寺
谷
区
）

石
川
　
知
江
（
和
田
山
京
口
区
）

越
智
　
　
靖
（
筒
江
区
）

川
見
　
照
子
（
竹
田
新
町
区
）

齊
藤
　
和
枝
（
宮
田
区
）

中
島
　
敏
喜
（
駅
前
区
）

長
谷
川
眞
子
（
米
屋
町
区
）

藤
井
　
和
枝
（
枚
田
岡
区
）

藤
井
千
賀
子
（
桑
原
区
）

石
田
み
ど
り
（
清
水
町
区
）

井
藤
　
智
子
（
喜
多
垣
区
）

奥
　
久
美
子
（
楽
音
寺
区
）

藤
原
　
敏
惠
（
金
浦
区
）

山
本
　
敦
子
（
早
田
区
）

湯
口
　
　
守
（
諏
訪
区
）

梶
谷
　
次
江
（
立
脇
区
）

北
垣
　
　
至
（
羽
渕
区
）

木
村
　
和
幸
（
山
内
区
）

佐
藤
も
と
子
（
新
井
１
区
）

藤
次
　
道
子
（
口
田
路
区
）

藤
原
　
松
野
（
新
井
３
区
）

山
田
千
恵
子
（
新
井
２
区
）

【
産
業
振
興
功
労
】

石
原
　
　
忍
（
田
中
区
）

石
原
　
武
美
（
田
中
区
）

朝
来
市
市
制
施
行

　
　

15
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
17
年
４
月
１
日
に
旧
朝
来
郡
（
生
野
町
・
和
田
山
町
・
山
東
町
・
朝
来
町
）
が

合
併
し
誕
生
し
た
朝
来
市
は
、
今
年
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
を
節
目
と
し
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
「
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
望
む

機
会
に
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
11
月
28
日
㈯
に
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、

「
朝
来
市
市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。

　

式
典
で
は
、
朝
来
市
15
年
の
あ

ゆ
み
を
紹
介
す
る
映
像
の
上
映
、

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
な
か
で
、
こ
れ

ま
で
市
政
に
対
し
て
功
績
の
あ
っ

た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た
の
は

「
功
労
者
表
彰
」
と
し
て
73
人
と
5

団
体
、
「
け
や
き
賞
」
1
人
、
そ
し

て
「
さ
く
ら
賞
」
5
団
体
で
す
。

　

＊　
　

＊　
　

＊

　

な
お
、
式
典
の
模
様
と
朝
来
市

15
年
の
あ
ゆ
み
の
映
像
に
つ
い
て

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し

ま
す
。
詳
し
い
日
時
は
、
番
組
表
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
上
】
朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏

【
右
下
】
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん

【
左
下
】
手
話
通
訳
を
す
る
朝
来
市
登
録
手
話
通
訳
者

の
濱

は
ま

智ち

え絵
さ
ん
（
岡
田
区
）
と
関

せ
き

美み

さ

こ

佐
子
さ
ん
（
羽
渕
区
）

朝来市市制施行 15周年



3 令和２年１２月号

　
朝
来
市
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
、
旧
朝

来
郡
を
構
成
し
て
い
た
４
町
が
合
併
し
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
合
併
協
議
の
際
は
、
課
題

山
積
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
15
年
の

歩
み
の
中
で
し
っ
か
り
と
１
つ
の
自
治
体
と

し
て
成
熟
度
を
高
め
て
こ
れ
た
こ
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
物

と
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
誕
生
以
来
、
弛
ま
ず
注
力
し
て

き
た
こ
と
は
、
自
律
と
共
助
の
理
念
に
裏
打

ち
さ
れ
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
、
快
適
で
安
心
し
て
生
活

し
、
諸
活
動
が
行
え
る
市
政
運
営
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
小
・
中
学
校
の
大
規
模

改
修
・
耐
震
補
強
工
事
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
街
並

み
環
境
整
備
、
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
、
乳

幼
児
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
、
保
育
料
上
限
額
の
大
幅
な
引
き
下
げ
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
女
性
に
対
す
る
各
種
施
策

の
推
進
、
新
規
就
農
希
望
者
支
援
、
移
住
・
定

住
事
業
の
推
進
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
や
市
庁

舎
の
整
備
な
ど
、
こ
れ
ら
数
々
の
取
り
組
み
は
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
地
域
自
治
協
議
会
の

誕
生
、
朝
来
モ
デ
ル
と
も
称
さ
れ
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
」
や
「
住
み
た
い
田

【
教
育
文
化
功
労
】

垣
尾
　
幸
博
（
和
田
山
新
町
区
）

田
中
け
い
子
（
栃
原
区
）

山
木
　
葉
末
（
生
野
６
区
）

雜
賀
　
忠
文
（
法
道
寺
区
）

巻
野
め
ぐ
み
（
和
田
山
新
町
区
）

宮
田
　
和
男
（
新
井
３
区
）

西
尾
　
孝
昌
（
豊
岡
市
）

足
立
　
勝
己
（
生
野
２
区
）

稲
田
　
耕
作
（
野
村
区
）

石
田
　
亮
子
（
末
歳
区
）

垣
尾
　
大
輔
（
越
田
区
）

谷
口
　
良
美
（
大
垣
区
）

南
光
美
津
子
（
川
原
町
区
）

佐
野
　
広
繁
（
立
脇
区
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

吉
田
　
　
浩
（
和
田
山
京
口
区
）

服
部
　
大
二
（
玉
置
区
）

森
本
　
敏
文
（
林
垣
区
）

【
地
域
づ
く
り
功
労
】

中
村
　
八
郎
（
生
野
６
区
）

浅
田
　
郁
雄
（
枚
田
岡
区
）

後
藤
　
敏
夫
（
芳
賀
野
区
）

新
宮
　
郁
朗
（
弥
生
が
丘
２
区
）

岩
村
　
年
隆
（
上
ゲ
町
区
）

太
田
　
悅
夫
（
柿
坪
区
）

太
田
垣
總
一
郎
（
新
井
２
区
）

山
内
隆
治
郎
（
神
子
畑
区
）

山
下
　
正
之
（
佐
中
区
）

【
特
別
功
労
・
団
体
】

朝
来
市
保
護
司
会

株
式
会
社
タ
ク
ミ
ナ

サ
ン
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社

竹
森
鐡
工
株
式
会
社

但
陽
信
用
金
庫

け
や
き
賞
︵
個
人
︶

さ
く
ら
賞
︵
団
体
︶

　
お
お
む
ね
4
年
以
上
に
わ
た

り
地
域
自
治
、
地
域
づ
く
り
、

防
災
活
動
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
い
そ
し
み
、
住
み

よ
い
住
環
境
の
形
成
そ
の
他
表

彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
貢

献
の
あ
っ
た
人
が
対
象
。
市
の

木
「
け
や
き
」、
市
の
花
「
さ

く
ら
」
を
名
に
し
た
賞
で
す
。

け
や
き
賞

【
地
域
づ
く
り
に
寄
与
】

阿
野
　
孝
好
（
平
野
区
（
和
田
山
））

さ
く
ら
賞

【
住
環
境
維
持
に
寄
与
】

あ
さ
ご
管
工
事
業
協
同
組
合

【
環
境
美
化
に
寄
与
】

株
式
会
社
タ
ク
ミ
ナ
生
産
本

部
・
開
発
セ
ン
タ
ー

立
雲
峡
・
山
桜
を
守
る
会

【
地
域
防
災
に
寄
与
】

枚
田
自
衛
消
防
団

玉
置
自
衛
消
防
団

舎
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
の
全
国
１
位
の
獲
得
、「
播

但
貫
く
　
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
の
日
本

遺
産
登
録
と
い
っ
た
形
と
な
っ
て
結
実
し
、
市

の
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
傾

向
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
合
併
当
時
か
ら

の
減
少
は
約
６
千
人
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は
、
地
方
の
自

治
体
に
と
っ
て
最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、
私
た

ち
は
、
適
時
適
切
な
政
策
を
展
開
し
、
局
面
の

打
開
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
は
昨
年
度
か
ら
、
市
の
未
来
づ
く
り
を

考
え
る
「
あ
さ
ご
未
来
会
議
」
を
開
催
し
、

多
く
の
貴
重
な
御
意
見
・
御
提
言
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
総
合
計
画

の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
「
第
２
期

創
生
総
合
戦
略
」
に
反
映
さ
せ
、
人
口
問
題

に
対
処
す
る
と
共
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
」
の
創
生
と
持
続
可
能
な
朝
来
市
の
実
現

の
た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅

威
が
、
全
世
界
を
覆
い
つ
く
し
て
お
り
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、

人
々
の
日
常
生
活
や
企
業
の
事
業
活
動
に
大
き

な
制
約
を
加
え
、
新
た
な
価
値
観
、
生
活
様
式
、

行
動
規
範
へ
の
転
換
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

感
染
症
の
収
束
ま
で
に
は
複
数
年
の
時
間
を
要

す
る
と
の
報
道
も
あ
り
、
そ
の
影
響
か
ら
回
復

す
る
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
も
の
と
懸
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
感
染
症
の
拡
大

防
止
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
命

と
暮
ら
し
を
守
り
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
経
済

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
適
時
適
切
な
施
策
展

開
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
15
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り

つ
つ
、
本
市
の
素
晴
ら
し
い
環
境
と
文
化
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
、新
た
な
魅
力
を
創
造
し
、

市
民
が
誇
り
を
持
ち
、
私
た
ち
の
「
ふ
る
さ

と
朝
来
」
が
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
魅
力
溢
れ

る
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
兵
庫
中
央
交
流
都
市
　

あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」
を
築
い

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
魅
力
溢
れ
る

　
　
　
　
　

ま
ち
を
目
指
し
て

多た

じ次
勝か

つ
あ
き昭
市
長
・
式
辞
︵
要
旨
︶

朝来市市制施行 15周年

式辞を述べる多次市長



あさご暮らし移住サポーター
になりませんか。

あさご暮らし移住サポーター
になりませんか。

◆補助対象者
平成２９年１月２日から令和２年１月１日までの

間に、市内に住宅を新築または購入した人（世帯の
年間総所得合計が１，２００万円以下）で、令和３
年１月１日現在において、当該住宅所在地で住民基
本台帳に記載されて１年以上経過しており、次のい
ずれかに該当する人
　①市外からの転入者
　②住宅を取得した人またはその配偶者のいずれかが４０歳未満
　③世帯内に義務教育終了前の子供がいる
◆補助対象外
○すでに市内に住宅を所有している人が建て替えま
　たは新築した場合
○朝来市空き家活用促進事業を活用し、当該住宅を
　改修した場合
◆補助回数　１回
◆補助金額
　基本補助…住宅取得額の100分の４（限度額40万円）
　転入者加算…住宅取得額の 100 分の２（限度額 20 万円）

市内業者による新築加算…100分の１（限度額10万円）
　同居・隣居・近居加算…住宅取得額の100分の２（限度額20万円）
※住宅の取得に伴い、新たに親世帯、子ども世帯が
　同居、隣居または近居した場合
※近居の範囲は同一の行政区内
◆申請に必要な書類
◎住民票謄本（世帯全員分）
※令和３年１月中に発行されたもの
◎同意書　　◎領収書の写し
◎令和２年度（平成３１年分）所得証明書
◎工事請負契約書または売買契約書の写し
◎建物の登記事項証明書の写し
◎住宅の位置図と平面図　　◎住宅の写真
◎同居・隣居・近居加算を受ける場合は、親世帯と
　子世帯が同居などをした事実がわかる書類（住民
　票、戸籍抄本など）

住宅取得補助
◆補助対象者

平成 29 年 1 月 2 日から令和２年 1 月 1 日まで
の間に市内の民間賃貸住宅（家賃 5 万円以上（共益
費、駐車場料は除く））に入居した転入世帯または
新婚世帯（世帯の年間総所得合計が 500 万円以下）
◎令和 3 年１月 1 日現在において、当該住宅所在
　地で住民基本台帳に記載されて１年以上経過して
　いる人
◆補助対象外
◎単身入居者
◎法人などが契約している民間賃貸住宅など
◆補助期間
◎２年以内（居住した日から起算して、３年以内に
　おいて通算して２年分）
◆補助金額

◆申請に必要な書類
◎住民票謄本（世帯全員分）
※令和３年１月中に発行されたもの
◎同意書
◎令和２年度（平成３１年分）所得証明書（世帯内
　有所得者全員）
◎賃貸借契約書の写し
◎戸籍謄本（新婚世帯の場合のみ）

家賃補助

家賃月額 補助金額

５万円以上６万円未満 年額３万円

６万円以上 年額６万円

4

「あさご暮らし移住サポーター」は、移住希望者や
移住者と交流しながら、移住後に安心して地域にと
けこめるよう、ボランティアで支援を行っています。
　主な活動は、移住前の相談や案内、空き家情報や
地域行事、暮らしの情報提供などです。

あさご暮らし住宅取得等応援事業

市は、定住促進による人口の維持を目的に市内で新しく住宅を取得した人や新市は、定住促進による人口の維持を目的に市内で新しく住宅を取得した人や新
たに民間賃貸住宅へ入居した人への補助制度を実施しています。この制度の申請たに民間賃貸住宅へ入居した人への補助制度を実施しています。この制度の申請
受付を令和３年１月から行います。ぜひご活用ください。受付を令和３年１月から行います。ぜひご活用ください。
※詳しくは総合政策課まで問い合わせください。※詳しくは総合政策課まで問い合わせください。
　なお、次に紹介する制度の申請期間、申請場所については下記のとおりです。　なお、次に紹介する制度の申請期間、申請場所については下記のとおりです。
◆申請受付期間　令和３年１月４日㈪～２９日㈮◆申請受付期間　令和３年１月４日㈪～２９日㈮
◆申請場所　市役所本庁舎３階総合政策課または各支所◆申請場所　市役所本庁舎３階総合政策課または各支所

■問い合わせ先　
 総合政策課 ☎ ６７２－１４９２

あさご暮らしホームページ https://www.city.asago.hyogo.jp/cp/

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
か
ら
も

　
　
　
あ
さ
ご
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
あ
さ
ご
で
暮
ら
そ
う
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◎市内の空き家、空き店舗を活用して新しく店舗を
　開店する人に対して、店舗改装費、店舗賃貸料ま
　たは購入費を補助します。
☆にぎわい創出補助金
　店舗改装費用及び備品・設備購入費の２分の１
　（最大 80 万円、ただし、備品・設備購入費の額
　は 20 万円を上限）

店舗賃借料の２分の１で月額最高５万円までを２年
間または店舗購入費用の２分の１（最高120万円）

※出店場所によっては、より有利な補助金もあります。
（和田山駅前活性化補助金、街なか活性化補助金）また、
事前に申請が必要です。また対象業種が定められて
います。詳しくは経済振興課に問い合わせください。

空き家、空き店舗を活用した新規出店補助金

空き家活用促進事業
◎空き家を取得した婚姻による新世帯や転入者に対
　して、台所・お風呂などの改修や、床・壁の張り
　替えなどの支援をし、Ｕターンや若者の移住・定
　住を後押しします。
☆改修費用の２分の１（最大 60 万円）と市内事業
　者による加算（最大 10 万円）
※着工の前に申請が必要です。

空き家片付け支援制度
◎朝来市空き家バンクに登録した物件の所有者に対
　して草刈りなどの環境整備に必要な経費、ごみ処
　理手数料や家財道具などの処分などに必要な経費
　の一部」を補助し、移住・定住に向けた空き家の
　有効活用を図ります。
☆空き家の家財処分などにかかる費用の２分の１　
　（最大 10 万円）
※片付け実施前に申請が必要です。

　「空き家バンク」とは、朝来市内にある空き家を
有効に活用し、田舎で暮らしたい人や、朝来市に定
住したい人に利用してもらう制度です。
　登録された空き家情報は、ホームページなどで、
空き家所有者と利用希望者の橋渡しをします。登録
された空き家に住んでみたいなど、利用を希望する
皆さんの登録をお待ちしています。市内に「売却ま
たは賃貸できる空き家」をお持ちの人も、ぜひ、空
き家バンクへの登録についてご相談ください。
市外からの移住者などに賃貸される場合、空き家の
改修にかかる費用の補助制度もあります。

空き家バンク制度

但馬地域に所有している空き家
の管理や利活用にお困りの皆さん
を対象に、空き家相談会を開催し
ます。相談は、空き家相談に取り
組んでいるＮＰＯ法人の相談員が
担当します。必要に応じて専門家
の紹介を行うなど、問題解決に向
けたサポートをします。
◆日時　
　１月８日㈮、１３時～１７時
◆会場　
　和田山生涯学習センター１階研
　修室
※１２月２５日㈮に兵庫県豊岡総
　合庁舎でも同様の相談会を実施
　します。こちらの会場に来てい
　ただくことも可能です。
◆対象者
　但馬地域に空き家を所有や管理
　されている人などで、空き家の
　管理や利活用にお困りの人
◆予約
　事前予約制です。１月７日㈭、
　１２時までに、電話または　　
　メールで予約してください。
◆問い合わせ先
　ＮＰＯ法人グッドストック
　☎　０７９１（７８）９２２０
※日、月、火のみ
　info@good-stock.net 

豊岡土木事務所まちづくり建築第１課
　☎　０７９６（３４）６１７４
　※月～金

toyookadoboku@pref.hyogo.lg.jp

但馬県民局空き家相談会

　市は、若者・子育て世代や移住者の皆さんに対して、下記に紹介して
いるようなさまざまな支援事業を設けています。
　また、各種移住・定住相談会への出展をはじめ、市内でのあさご暮ら
し体験会や市民の皆さんとの交流、空き家見学などの独自イベントを、
朝来市内や都市部で多数開催しています。それらのイベントでの相談や
交流がきっかけとなり、都市部から移住した人たちも年々増えています。

各種移住・定住イベントも開催
「住み続けたいまち」朝来市をアピール

あさご暮らし体験会
　11 月 16 日㈪と 22 日㈰、参加者とあらかじめ打ち合わせを行い、行
き先を決めるセミオーダーメイド型の移住体験ツアーを実施し、先輩移
住者のお話を伺ったり、市内空き家バンク物件や体験住宅の内覧、農業
法人や地元企業の見学を行いました。

オンライン移住相談
コロナ禍により、移住相談イベントが中止となる中、朝来市ではオンラ
イン移住相談を行っています。また「みんなの移住フェス 2020」や「ふ
るさと回帰フェア 2020（オンライン開催）」などオンライン移住相談
イベントにも出展し、移住・定住を推進しています。

※要件については総合政策課まで。新規出店補助金については経済振興課☎６７２－２８１６まで。

「あさご暮らし。」https://www.facebook.com/asago.city.teijuu/
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
っ
て
い
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し
込
み
が
お

済
み
の
人
を
対
象
に
、
申
し
込
み
を
し
た

決
済
サ
ー
ビ
ス
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
や
買
物
に

対
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
が
９
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
期
間
は
、
来
年

３
月
末
ま
で
の
チ
ャ
ー
ジ
・
買
物
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
人
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
が
ま
だ
の
人
は
申
請
・
申
し

込
み
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

マイナンバーカード
を取得した子どもの
分もポイントの申し
込みができます

　
な
お
、ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
時
期
・

受
取
方
法
は
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
申
し
込
み
先

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
   マイナポイントについて
   総務課　☎ ６７２－６１１５ 
　マイナンバーカードについて
   市民課　☎ ６７２－６１２０

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
、
医
療
機
関
・
薬

局
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
順
次
可

能
と
な
る
予
定
で
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
し
込
み
が
必

要
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
自
分
で
す
る
方
法
と
市
役
所
窓
口

（
市
民
課
・
支
所
）で
す
る
方
法
と
が
あ
り
、

申
し
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ほ
か
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
用
パ

ス
ワ
ー
ド
（
数
字
４
桁
）
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
同
時
に
申

し
込
み
が
で
き
る
た
め
、
市
役
所
窓
口
で

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
を
さ
れ
た
人

で
、
健
康
保
険
証
の
利
用
も
希
望
さ
れ
る

人
は
、
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

マイナンバーカードを
お持ちでない人は申請
をお急ぎください！

■マイナンバーカード申請状況
　（令和２年 10 月末現在・朝来市）
　申請者数（率）　8,530 人（28.23％）
　交付済数（率）　7,017 人（23.22％）

マイナポイントをもらうまでの手順

もらったポイントでお買物

マイナンバーカードの取得

申込みした決済サービスを
利用してチャージ・買物
（令和３年３月末まで）

マイナポイント予約・申し込み
（令和３年３月末まで）

マイナポイントの付与
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市政フラッシュ市政フラッシュ
　
市
は
７
月
６
日
㈪
か
ら
８
月
末

ま
で
の
57
日
間
、「
熊
本
県
人ひ

と

よ

し

し

吉
市
、

芦あ
し
き
た
ま
ち

北
町
、
球く

ま

む

ら

磨
村
」
の
３
自
治
体
に

対
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税（
災
害
支
援
）

代
理
寄
附
受
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で

被
災
し
た
自
治
体
の
事
務
負
担
軽
減

と
寄
附
金
送
金
に
よ
る
災
害
支
援
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

全
国
か
ら
被
災
自
治
体
の
復
旧
・
復

興
を
祈
り
、
合
計
１
，
０
８
３
件
、

２
０
０
３
万
３
２
４
０
円
の
寄
附
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
㈬
に
多
次
勝
昭
市
長
が

３
自
治
体
を
訪
問
し
、
各
首
長
と
面
談

を
行
い
、
目
録
・
寄
附
者
一
覧
を
届
け

ま
し
た
。
ま
た
、
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

10
月
26
日
㈪
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
寄
附
を
受
け
た
首
長
か
ら
は
「
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
。
皆
さ
ま
か
ら
の
寄

附
金
を
大
切
に
使
用
し
、
一
日
も
早
く

復
旧
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
い

う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふふ
る
さ
と
納
税
（
災
害
支
援
）
代
理
寄
附 

寄
附
金
を
送
金

　
市
は
11
月
５
日
㈭
、
但
馬
で
初
め
て

製
薬
大
手
の
大
塚
製
薬
㈱
（
東
京
都
）

と
こ
の
ほ
ど
、
包
括
的
な
連
携
と
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
健
康
維
持
に
関
す

る
情
報
共
有
、
災
害
時
に
お
け
る
飲

料
水
の
提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

の
分
野
で
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
の
熱
中
症
予

防
対
策
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
啓
発
映
像
を
放
映
す
る
こ
と
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
連
携
協
定
式
で
、
同
社
大
阪
支
店

吉よ

し

だ田
卓た

か

し史
支
店
長
は
「
熱
中
症
対
策

や
、
食
育
、
災
害
、
健
幸
づ
く
り
条

例
な
ど
、
連
携
を
深
め
た
い
」
と
話

さ
れ
、
多
次
市
長
は
「
幅
広
い
知
識

を
参
考
に
し
、
熱
中
症
対
策
な
ど
に

生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大大
塚
製
薬
㈱
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

協定を締結した大塚製薬㈱大阪支店

吉田卓史支店長（右）と多次市長

長
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催

市市　
市
は
、
移
住
者
、
子
育
て
世
代
の

マ
マ
さ
ん
、
新
規
就
農
者
の
皆
さ
ん

と
市
長
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
声
を
直
接
伺
う

こ
と
で
、
今
後
の
市
政
に
生
か
し
て

い
く
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
移
住
者
や
新
規
就
農
者
か

ら
は
「
市
の
住
環
境
や
支
援
施
策
は

充
実
し
て
い
る
」
と
い
う
意
見
い
た

だ
い
た
半
面
、
救
急
医
療
体
制
、
産

婦
人
科
や
小
児
科
の
課
題
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
業
務
改
善
や
制
度
検

討
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

市長ふれあいトークの様子（生野・子育て世代）

竹
たけざきかずなり

﨑一成芦北町長（左）に目録を手渡す多次市長

松
まつたにこういち

谷浩一球磨村長（左）に目録を手渡す多次市長 松
まつおかはやと

岡隼人人吉市長（右）に目録を手渡す多次市長
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師
走
。
私
た
ち
は
一
年
の
さ
ま

ざ
ま
な
終し

ま

い
・
区
切
り
の
た
め

に
、
奉
仕
や
供
養
を
行
い
ま
す
。

12
月
８
日
（
事こ

と

し

ま終
い
）
と
２
月
８

日
（
事
始
め
）
を
対
と
す
る
事
八

日
は
、
女
性
が
裁
縫
を
休
み
、
折

れ
た
針
な
ど
を
豆
腐
や
こ
ん
に
ゃ

く
に
刺
し
て
、
川
に
流
し
た
り

淡あ

わ

し

ま島
神
社
に
納
め
た
り
す
る
針
供

養
の
日
で
す
。
こ
の
針
供
養
は
女

性
に
縁
の
深
い
祭
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
男
女
の
別
な
く
裁
縫
の
上

達
を
願
う
た
め
の
行
事
で
も
あ
り

ま
す
。

　
裁
縫
と
い
え
ば
、
と
く
に
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
マ
ス
ク
不
足
を
補
う

た
め
、
意
を
決
し
て
布
と
針
を
手

に
し
た
人
は
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
世
代
に
よ
っ
て
は
、
マ
ス
ク

を
縫
う
針
先
を
見
つ
め
な
が
ら
も

胸
中
で
は
、
寝
間
着
や
衣
類
を
己

が
手
で
こ
し
ら
え
た
り
、
こ
し

ら
え
て
く
れ
た
家
族
と
の
日
々

を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

た
人
も
い
ら
し
た
こ
と
と
拝
察
し

ま
す
。
ま
た
、
針
と
い
え
ば
但
馬

北
部
新
温
泉
町
浜
坂
で
す
。
こ
の

地
も
か
つ
て
は
縫
い
針
の
産
地
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
は
レ
コ
ー
ド

針
や
釣
針
に
そ
の
生
産
を
シ
フ
ト

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

日
常
生
活
の
た
め
に
家
庭
で
針
を

使
う
光
景
は
、
徐
々
に
減
少
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
く
ち
に
針
と

い
っ
て
も
そ
の
形
状
・
用
途
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
針は

り

あ

な孔
の
あ
る
も
の
・

な
い
も
の
（
括く

く

り
針
）
、
布
地
を

製
品
に
縫
い
あ
げ
る
も
の
・
網
を

つ
な
ぎ
と
め
る
も
の
な
ど
が
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
。
日
本

に
お
け
る
、
そ
ん
な
針
の
歴
史
は

今
か
ら
約
一
万
年
前
、
縄
文
時
代

早
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
出
土

品
は
、
先
を
と
が
ら
せ
た
棒
状
の

骨
に
、
石
の
キ
リ
で
穴
を
あ
け
た

第１57回

　　縫いあげるもの　　縫いあげるもの

　　　～茶すり山古墳の針～　　　～茶すり山古墳の針～

　
市
は
９
月
26
日
㈯
と
10
月
31
日

㈯
、
「
あ
さ
ご
未
来
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
関
係
で
２
回
の
み
の
開
催
。

　
今
回
の
未
来
会
議
で
は
、
10
年
後

の
市
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
夢
を

語
る
一
方
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
人

財
育
成
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
こ
と
、
農
業
と
給
食
の

掛
け
合
わ
せ
な
ど
今
あ
る
も
の
を

し
っ
か
り
活
か
し
な
が
ら
地
域
内
経

済
循
環
な
ど
内
発
的
な
力
を
育
ん
で

い
く
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に

第
３
次
朝
来
市
総
合
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

ああ
さ
ご
未
来
会
議
を
開
催

市政フラッシュ市政フラッシュ

１０年後の朝来市をイメージし活発な意見交換が

行われました

　
市
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活

用
し
、
お
店
を
開
く
人
を
対
象
に
、
市

と
市
商
工
会
が
補
助
す
る
「
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
」
を
利
用
し
、
飲
食
店

「
Ｃ
ｏ
ｅ
ｕ
ｒ 
ａ  

Ｃ
ｏ
ｅ
ｕ
ｒ
」

が
和
田
山
町
玉
置
に
、
こ
の
ほ
ど

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
創
業
し
た
吉

よ
し
や
ま山

百も

も

こ

々
子
さ
ん
は
、
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
を
は
じ
め
、
イ
タ

リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名

店
で
経
験
を
積
ん
だ
ご
主
人
と
共
に
、

街
中
を
流
れ
る
円
山
川
を
一
望
で
き
る

一
軒
家
を
改
装
し
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

楽
し
め
る
店
舗
を
開
業
。

　
吉
山
さ
ん
は
、「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
ラ
ン
チ
や
本
格
フ
レ
ン
チ
デ
ィ

ナ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ぎ
わ
い
創
出
事
業
　
新
店
舗
オ
ー
プ
ン

にに

ク

ー

ラ

ク

ー

オープンした店舗（上）

コースメニュー（下）
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重
要
文
化
財 

茶
す
り
山
古
墳
出
土
品
「
針
」

（
当
市
所
蔵
）

（
下
は
針
孔
の
拡
大
画
像
）

も
の
で
し
た
。
旧
石
器
時
代
に
お

け
る
発
見
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

支
柱
の
あ
る
テ
ン
ト
状
の
構
造
物

と
み
ら
れ
る
遺
構
が
旧
石
器
時
代

後
期
の
遺
跡
で
み
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
テ
ン
ト

に
張
る
幕
の
縫
い
上
げ
に
は
括
り

針
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
在
、
も
っ
と
も
一
般

的
な
ス
テ
ン
レ
ス
製
針
の
前
身
と

な
る
鉄
製
針
は
、
古
墳
時
代
に
渡

来
人
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
わ

れ
、
奈
良
時
代
以
前
の
日
本
の

歴
史
を
伝
え
る
『
古
事
記
』
の
、

崇す

じ

ん

て

ん

の

う

神
天
皇
条
に
お
針
子
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
来
市
で
は

茶
す
り
山
古
墳
（
和
田
山
町
筒
江

　
５
世
紀
前
半
前
葉
）
出
土
の
鉄

製
針
が
、
最
古
に
し
て
唯
一
の
出

土
例
で
す
。

　
こ
れ
が
出
土
し
た
の
は
、
茶
す

り
山
古
墳
に
あ
る
大
小
二
つ
の
棺

ひ
つ
ぎ

の
う
ち
、
小
さ
い
ほ
う
。
針
の
長

さ
は
７
㎝
前
後
、
い
ず
れ
も
植
物

製
の
筒
型
容
器
に
複
数
本
が
納
め

ら
れ
て
お
り
、
先
端
と
針
孔
部
分

が
容
器
か
ら
は
み
出
る
よ
う
に
見

え
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
と
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
針
先
が
２
本
あ

る
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
存
在
す

る
た
め
、
少
な
く
と
も
20
本
の
針

が
10
点
の
容
器
に
入
れ
ら
れ
て
い

た
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
針
か
ら
ど
ん

な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
、
針
を
使
う
に
は
縫
い

上
げ
る
た
め
の
生
地
が
必
要
で
、

そ
れ
も
ま
た
機
具
や
糸
・
糸
枠
な

ど
が
な
け
れ
ば
作
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
棺
か
ら
は
ノ
ミ
・
ヤ
リ
ガ
ン

ナ
・
斧
な
ど
木
工
道
具
も
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
で
作
っ
た
も

の
に
は
機
具
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
糸
枠
な

ど
も
埋
葬
当
時
に
は
納
め
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
棺
の

主
は
誰
を
想
っ
て
モ
ノ
を
繕
い
、

用
い
る
者
の
心
を
温
め
た
の
か
―

そ
ん
な
風
景
を
想
像
す
る
と
、
私

た
ち
の
心
ま
で
、
ほ
ん
の
り
と
温

ま
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

竹田城跡から初日の出を眺めませんか
■問い合わせ先　観光交流課　☎　６７２－４００３

　令和３年１月１日㈮元旦に竹田城跡で初日の出を
眺めてみませんか。
　竹田城跡は雲海だけでなく、空が朱色に染まる朝
焼けが美しい隠れスポットでもあります。
　ぜひ、この機会に竹田城跡から初日の出と朝焼け
を見て新年の幸福を祈願しましょう。
◆特別観覧時間　５時～１４時※最終登城時間は１３時

◆観覧料

◎大人（高校生以上）　５００円
◎中学生以下　無料
◆注意事項

　積雪などの場合は閉山となる可能性があります。
市ホームページや天気予報などを事前にご確認の上
ご来場ください。

　
市
は
、
来
年
度
以
降
に
新
卒
採
用

を
予
定
し
て
い
る
市
内
46
事
業
所
を

紹
介
す
る
就
活
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を

３
５
０
０
部
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
若
者
の

Ｕ
・
I

タ
ー
ン
及
び
地
元
就
職
を
目

指
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
各
事
業
所

を
写
真
付
き
で
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
紹
介
。

仕
事
の
内
容
や
採
用
条
件
、
採
用
状
況
、

「
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
」、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
制
度
」、「
短
時
間
正
社
員
制

度
」
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
生
野
、
和
田
山
、
八
鹿
、
但
馬
農
業

等
各
高
等
学
校
や
市
内
各
中
学
校
、
ま

た
関
西
を
中
心
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
な
ど
約
３
０
０
校
や
就
職
支
援
機

関
、
就
職
説
明
会
で
の
配
布
、
但
馬
県

民
局
を
通
じ
て
近
隣
の
高
校
を
卒
業
後

３
年
目
の
皆
さ
ん
の
実
家
に
郵
送
す
る

ほ
か
、
市
役
所
や
図
書
館
の
窓
口
で
も

無
料
で
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

就就
活
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
２
０
２
１
で
地
元
就
職
！



　
11
月
10
日
㈫
、
和
田
山
ホ
テ
ル
で

「
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
利

用
推
進
宣
言
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
税
、
地
方
税
と
も
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
（
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
た
納
付
や
振
替
納
税
）

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
や

官
公
庁
の
窓
口
に
出
向
く
手
間
が
省

け
、
納
税
者
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽
減

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
少

し
で
も
安
心
し
て
納
税
手
続
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
の
で
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
電
子
申
告
と
併
せ
て
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
10
月
20
日
㈫
と
27
日
㈫
の
２
日

間
、
大
蔵
小
３
年
生
が
生
け
花
体
験

を
し
ま
し
た
。

　
大
蔵
小
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
生
け
花
体
験
を
通
じ
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
興
味

や
関
心
を
育
く
む
こ
と
を
目
的
に
、
生

け
花
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
小
原
流
但
馬
支
部
の

新し
ん
め
ん免
豊ほ

う

さ紗
さ
ん
（
豊
岡
市
日
高
町
）

ら
４
人
の
講
師
が
生
け
方
に
つ
い
て

指
導
を
し
、
児
童
ら
は
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
生
け
て
い
ま
し
た
。

　
生
け
花
体
験
を
し
た
荻お

ぎ

の野
凛り

ん

さ
ん

（
東
谷
区
）
は
「
細
い
タ
マ
シ
ダ
を
生

け
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
う
ま

く
で
き
た
」
と
話
し
、
講
師
の
新
免

さ
ん
は
「
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
今
後
も
普
及
し
て

い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

う
ま
く
で
き
た
！　

生
け
花
を
体
験　

大
蔵
小
３
年

う
ま
く
で
き
た
！　

生
け
花
を
体
験　

大
蔵
小
３
年

「
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
利
用
推
進
宣
言
式
典

「
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
利
用
推
進
宣
言
式
典

真剣に花を生ける荻野凛さん

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

10

キャッシュレス納付をご利用ください

　
10
月
28
日
㈬
に
生
野
中
と
梁
瀬

中
、
29
日
㈭
に
和
田
山
中
と
朝
来
中

の
２
年
生
を
対
象
に
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
市
内
４
中
学
校
２
３
４

人
の
２
年
生
が
対
象
で
、
受
け
入
れ
を

行
う
事
業
者
は
市
内
77
カ
所
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

時
期
や
期
間
を
変
更
し
１
日
の
み
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
オ
カ
ダ
ヤ
（
滝
田
区
）
で
は
、

商
品
の
陳
列
、
接
客
、
レ
ジ
打
ち
、

商
品
配
達
、
名
刺
交
換
な
ど
を
体
験

し
、
松ま

つ

も

と本
祥し

ょ

う

ご吾
さ
ん
は
「
仕
事
は
楽

し
い
。
名
刺
交
換
が
緊
張
し
た
」
と

話
し
、
中な

か
さ
と里

隆り
ゅ
う
き稀

さ
ん
は
「
商
品
を

き
れ
い
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校
生
活
に
も
活
か
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
職
場
体
験　

市
内
中
学
２
年
生

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
職
場
体
験　

市
内
中
学
２
年
生

緊張気味に接客する松本さん（右）と中里さん（左）

朝
来
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た

朝
来
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た

　
市
保
健
衛
生
推
進
協
議
会
は
11
月

13
日
㈮
、
地
域
の
環
境
美
化
事
業
の
一

環
と
し
て
「
朝
来
市
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
散

乱
ご
み
の
回
収
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実

施
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
生
野
駅
周

辺
や
国
道
３
１
２
号
線
沿
い
を
、
保
健

衛
生
委
員
、
市
商
工
会
、
市
老
人
ク
ラ

ブ
生
野
支
部
な
ど
、
総
勢
25
人
で
作
業

さ
れ
、
空
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
あ
り
、
総
重

量
が
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
が
地
域
の
環
境
に
関
心
を

持
ち
、
み
ん
な
で
美
し
い
環
境
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
環
境
美
化
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

清掃作業を行う皆さん



11 令和２年１２月号

City Topics　City Topics　～まちのわだい～～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　秘書広報課　☎６７２ － ６１１３

　
10
月
31
日
㈯
に
、
和
田
山
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
２
０
２
０

年
度
但
馬
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
但
馬
各
地
よ
り
計
72
人
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
参
加
。
市

か
ら
は
田た

な

か中
雅ま

さ

と人
委
員
（
大
内

区
）
が
、「
地
域
で
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
戸
学
院
大
学
女
子
駅

伝
部
副
監
督
で
も
あ
る
柔
道
整
復

師
の
森も

り

た田
陽よ

う

こ子
氏
を
講
師
に
招

き
「
姿
勢
バ
ラ
ン
ス
講
座
」
が
行

わ
れ
、
正
し
く
、
効
果
的
な
ス

ト
レ
ッ
チ
指
導
が
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
「
ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
準
備
運
動
に
取
り
入
れ
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

但
馬
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

但
馬
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

岩
津
ね
ぎ
解
禁
！

岩
津
ね
ぎ
解
禁
！

　
11
月
23
日
㈪
、
朝
来
市
特
産
「
岩
津

ね
ぎ
」
の
販
売
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ
ろ

ば
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
で

は
早
速
、
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
岩
津
ね
ぎ
は
、
６

月
の
長
雨
や
夏
の
酷
暑
の
影
響
で
生

育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

９
月
以
降
は
順
調
に
成
長
。

　
岩
津
ね
ぎ
生
産
組
合
副
組
合
長
の

中な
か

し

ま島
武た

け

し

げ重
さ
ん
（
枚
田
区
）
は
「
し
っ

か
り
育
つ
か
心
配
だ
っ
た
が
、
例
年

並
み
の
大
き
さ
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
気
温
が
下
が
れ
ば
さ
ら
に
う
ま
み

が
増
す
。
天
ぷ
ら
や
鍋
な
ど
で
食
べ

て
も
ら
え
た
ら
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

　
11
月
１
日
㈰
、
日
本
遺
産
「
銀
の

馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
、「
第
３
回
日
本
遺
産
「
銀

の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
明
治
・
大
正
期
に
播
磨

と
但
馬
を
結
ん
だ
銀
の
馬
車
道
を
自

転
車
で
走
る
イ
ベ
ン
ト
。
当
日
、
県

内
外
か
ら
46
人
が
参
加
。
姫
路
を
起

点
と
す
る
約
60
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
午
前
９
時
ご
ろ
に
姫
路

港
を
出
発
し
、
約
20
キ
ロ
離
れ
た
Ｊ

Ｒ
香
呂
駅
ま
で
向
か
い
、
自
転
車
ご

と
乗
れ
る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」

で
Ｊ
Ｒ
生
野
駅
ま
で
移
動
。
参
加
者

は
、
銀
の
馬
車
道
の
歴
史
に
触
れ
な

が
ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

第
３
回
日
本
遺
産
「
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

第
３
回
日
本
遺
産
「
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

生
野
銀
山
で
熟
成
し
た
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
が
蔵
出
し
さ
れ
ま
し
た
！

生
野
銀
山
で
熟
成
し
た
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
が
蔵
出
し
さ
れ
ま
し
た
！

収穫作業を行う中島さん（１１月２１日撮影）

　
11
月
20
日
㈮
、史
跡
生
野
銀
山
（
小

野
区
）
で
「
生
野
銀
山
蔵
出
し
シ
ュ

ト
ー
レ
ン
」
の
蔵
出
し
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
カ
タ
シ
マ
㈱
（
本
社
・

養
父
市
）
と
生
野
銀
山
を
管
理
す
る

㈱
シ
ル
バ
ー
生
野
が
共
同
で
取
り
組

む
事
業
で
、
今
年
で
10
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
年
の
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
は
例

年
よ
り
も
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
量
が

増
量
さ
れ
、
３
カ
月
間
、
坑
道
内
で

熟
成
す
る
こ
と
で
深
い
味
わ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
㈱
シ
ル
バ
ー
生
野
の
妹せ

の

お尾
高た

か
あ
き明

社
長

は
「
お
い
し
く
仕
上
が
っ
た
の
で
、
ぜ

ひ
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

蔵出しされたシュトーレン

サイクルトレインから下車する参加者

ストレッチを学ぶスポーツ推進委員の皆さん
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情

報

掲

示

板

情

報

掲

示

板

In
f
o
r
m
a
t
io
n　
A
s
a
g
o　
L
if
e

暮らしのお知らせ

　
降
雪
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

に
伴
い
、
除
雪
作
業
を
行

い
ま
す
。
円
滑
な
除
雪
作

業
が
行
え
る
よ
う
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
除
雪
の
障
害
と
な
る
路

　
上
駐
車
は
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

②
シ
カ
柵
な
ど
の
道
路
路

　
肩
部
分
の
物
件
は
除
雪

　
作
業
の
妨
げ
と
な
る
の

　
で
あ
ら
か
じ
め
関
係
者

　
で
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
道
路
沿
い
の
山
竹
林
が

　
雪
の
重
み
で
倒
れ
た
場

　
合
は
、
交
通
の
支
障
と

　
な
る
の
で
、
所
有
者
が

　
す
み
や
か
に
処
分
し
て

　
く
だ
さ
い
。

④
人
家
が
密
集
す
る
地
域

　
で
は
、
や
む
を
得
ず
家

　
や
車
庫
な
ど
の
出
入
り

　
口
に
除
雪
し
た
雪
が
堆

　
積
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
が
、
交
通
の
確
保
を

　
優
先
し
て
お
り
ま
す
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑤
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

　
消
火
栓
な
ど
は
に
目
印

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課

　
☎
　
６
７
２
―
６
１
２
６

　
毎
年
、
降
雪
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
除
雪
機
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
機
を
使
う
際
は
、

使
用
者
の
責
任
に
お
い

て
、
正
し
く
、
安
全
に
作

業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
安
全
装
置
が
正
し
く
作

　
動
し
な
い
状
態
で
は
絶

　
対
に
使
用
し
な
い
。
ま

　
た
、
デ
ッ
ド
マ
ン
ク

　
ラ
ッ
チ
機
構
の
無
効
化

　
は
絶
対
に
し
な
い
。

②
周
囲
に
人
が
い
な
い
こ

　
と
を
確
認
し
、
人
を
絶

　
対
に
近
づ
け
さ
せ
な

　
い
。
不
意
に
人
が
近
づ

　
い
た
場
合
は
、
除
雪
機

　
を
直
ち
に
停
止
で
き
る

　
状
態
で
除
雪
を
行
う
。

③
投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪

　
を
取
り
除
く
際
は
、
必

　
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

　
オ
ー
ガ
や
ブ
ロ
ワ
の
回

第第１７３１７３回回 国国 保保 のの ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
市 民 課 ☎ 672-6120　生野支所 ☎ 679-2240
山東支所 ☎ 676-2080　朝来支所 ☎ 677-1165 

　７０歳未満の人または７０歳以上の市県民税非課税世帯・現役並

み所得者Ⅰ・現役並み所得者Ⅱの人が、入院するなど高額な療養を

受けるとき、国民健康保険証とともに「国民健康保険限度額適用認

定証」を提示すると、医療機関の窓口で支払う一部負担金が、高額

療養費制度の自己負担限度額までとなります。

　この制度を利用すると、医療機関の窓口で支払う医療費を減らす

ことができますし、あとから払い戻しをする手間もかかりません。

　ただし、保険税の滞納がある場合は、申請しても交付されな

い場合がありますのでご注意ください。

　７０歳以上の一般または現役並み所得者Ⅲの人は、高齢受給者

証の提示により、高額な医療を受けるときの一部負担金が自己負

担限度額までになりますので、限度額適用認定証は不要です。

　それぞれの自己負担限度額の求め方については、今月号とと

もに配布しました「みんなの国民健康保険№１５」に掲載して

いますので、そちらをご参照ください。

　限度額適用認定証の交付を受けるには、下記のものを持参の

上、本庁市民課または各支所で手続きをしてください。

　なお、限度額適用認定証を利用できるのは、申請月の初日以降です。

◇限度額適用認定証の交付申請に必要なもの

　◎交付を希望する人の国民健康保険証

　◎交付を希望する人の世帯主の印鑑（認印で結構です。）

　◎世帯主と交付を希望する人のマイナンバー（個人番号）がわかるもの

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

　
転
が
停
止
し
て
か
ら
雪

　
か
き
棒
を
使
用
し
雪
を

　
取
り
除
く
。

④
周
囲
の
障
害
物
に
注
意

　
を
払
い
、
無
理
の
な
い

　
速
度
で
使
用
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
除
雪
機
安
全
協
議
会

　
（（
一
財
）
日
本
農
業
機
械
工
業
会
内
）

　
☎
　
０
３
（
３
４
３
３
）
０
４
１
５

　h
ttp

://w
w

w
.jfm

m
a
.

　o
r.jp

/jy
o
a
n
k
y
o
.h

tm
l

　
毎
年
元
日
、
山
東
地
域

で
開
催
し
て
い
る
「
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

し
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
山
東
支
所

　
☎
　
６
７
６ 

― 

２
０
８
０

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
（
12
月
10
日
㈭

～
16
日
㈬
）
に
併
せ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
関
心
を

持
ち
続
け
て
い
く
と
と
も

に
、
一
人
一
人
が
人
権
に

つ
い
て
考
え
、
生
涯
学
習

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
拉
致
問
題
啓
発
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
10
日
㈭
～

　
16
日
㈬
、
９
時
～
17
時

▽
場
所
　
山
東
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
（
山
東
庁
舎

　
２
階
）
第
１
研
修
室

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
市
人
権
教
育
推
進
協
議

お
知
ら
せ

《限度額適用認定証の交付について》

除
雪
に
ご
協
力
を

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

事
故
を
防
ご
う

２
０
２
１
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
中
止

「
拉
致
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展
」

の
開
催

イルミネーション・ライトアップ

★生野イルミネーションロード（生野マインホール・但陽会館周辺）

　12 月 1 日㈫～ 1 月 4 日㈪　17 時 30 分～ 21 時
　◎朝来市観光協会生野支部　☎　679-2222

★山東光のプロジェクト（山東庁舎・梁瀬小学校周辺）　
　12 月 1 日㈫～ 1 月 17 日㈰　17 時 30 分～ 22 時
　◎朝来市観光協会山東支部　☎　676-2080



13 令和２年１２月号

【お詫びと訂正】広報「朝来」１１月号９㌻に掲載した「土地家屋調査士無料相談会」の会場を「豊岡市民プラザ」と掲載し
ましたが、正しくは「じばさんＴＡＪＩＭＡ３階デザイン開発研究室」です。お詫びして訂正いたします。

会
連
合
会
（
人
権
推
進
課
）

　
☎
　
６
７
２

-

６

１
２
２

　
市
生
涯
学
習
推
進
員
連

絡
協
議
会
（
生
涯
学
習
課
）

　
☎
　
６
７
２

-

０

１
８
８

　
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
に

つ
い
て
の
都
市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す
。
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間

　
１
月
13
日
㈬
～
27
日
㈬

（
土
・
日
は
除
く
）（
必
着
）

▽
縦
覧
場
所

　
都
市
開
発
課
及
び
県
都

　
市
計
画
課

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

h
ttp

s://w
e
b
.p

re
f.

h
y
o
g
o
.lg

.jp
/to

w
n
/

ca
te3

_
2
0
1
.h

tm
l

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課

　（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

　
通
５
―
10 
―
１
）

　
☎
　
０
７
８
（
３
６
２
）
３
５
７
８

　
兵
庫
県
弁
護
士
会
は
、

弁
護
士
と
精
神
保
健
福
祉

士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時

12
月
12
日
㈯
、
19
日
㈯
、

26
日
㈯
、

　
い
ず
れ
も
17
時
～
20
時

▽
相
談
料
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
兵
庫
県
弁
護
士
会

　
☎
　
０
７
８
（
３
４
１
）
９
６
０
０

　
兵
庫
県
弁
護
士
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
た
め
に
お
困
り
の
問

題
（
生
活
、
労
働
、
消
費

者
問
題
な
ど
）
に
つ
い
て

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

▽
相
談
日
時

12
月
25
日
㈮
ま
で
、　

18
時
～
20
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝

　
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▽
相
談
料
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
兵
庫
県
弁
護
士
会

　
☎
　
０
７
８
（
３
４
１
）
９
６
０
０

　
林
退
共
は
、
事
業
主
が

林
業
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林

業
界
を
や
め
た
と
き
に
林

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
退
職
金
制
度
で
す
。

◎
掛
金
は
税
法
上
、
法
人

　
は
損
金
、
個
人
企
業
は

必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
免

　
除
し
ま
す
。

◎
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ

　
て
も
退
職
金
は
企
業
間

　
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

　
ま
す
。

▽
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数

　
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

　
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て

　
い
る
従
事
者
が
林
業
界

　
を
や
め
る
と
き
は
、
忘

　
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

　
す
る
よ
う
に
指
導
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
　
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

　
こ
れ
ま
で
、
危
険
ご
み

の
「
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
類
」
を
出

す
場
合
、
中
身
を
使
い
切

り
、
火
の
気
の
な
い
風
通

し
の
良
い
屋
外
で
専
用
器

具
を
使
用
し
て
、
穴
を
あ

け
て
出
す
方
法
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
、「
ス
プ

レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
類
」
の
危
険
ご
み
の
出

し
方
を
、
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

▽
ご
み
の
出
し
方

〇
中
身
を
使
い
切
っ
て
か

　
ら
、
穴
を
あ
け
ず
に
そ

の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ

　
る
場
合
は
、
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

南
但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
　
６
７
０
―
３
３
６
６

子ども＝１５歳以下　高齢者＝６５歳以上

※累計は令和２年の合計

交通事故の状況
（朝来警察署）

区分 件数 累計

人身事故 ７ ５１

死
者

子ども ０ ０

高齢者 ０ １

その他 ０ ０

合計 ０ １

傷
者

子ども ２ ９

高齢者 ５ １６

その他 ４ ４４

合計 １１ ６９

物損事故 ５７ ５７７

自転車関連事故 １ ５

（１０月中）

火災・救急の状況
（朝来消防署）

区分 件数

火
災

建物 ０

林野 ０

車両 ０

その他 ０

合計 ０

累計 ９

救
急

交通事故 ９

一般負傷 １９

急病 ７９

その他 １９

合計 １２６

累計 １１５５

（１０月中）

税
１２月の税１２月の税

納期  １２月２５日㈮まで

固定資産税　　　３期

国民健康保険税　６期

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
の
お
知
ら
せ

12 月 10 日㈭～ 16 日㈬
 「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

県警では、北朝鮮による「拉致被害者」の
有本恵子さんと田中実さんに関する情報や、

「拉致の可能性を排除できない行方不明者」に
関する情報を求めています。心当たりのある
人は朝来警察署まで情報をお寄せください。

◎朝来警察署　☎　６７２－０１１０

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

生
活
・
労
働
・
消
費
者
問
題
の

無
料
電
話
法
律
相
談

令
和
３
年
４
月
１
日

「
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
類
」
を
穴
を
あ
け
ず
に

出
す
方
法
に
変
更
し
ま
す
！

夜
間
法
律
相
談

但
馬
地
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
変
更
に
か
か
る

都
市
計
画
案
の
縦
覧
に
つ
い
て



お悔やみ申し上げます（敬称略）
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暮らしのお知らせ

　
兵
庫
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
と
全
国
青
年
司
法

書
士
協
議
会
で
は
、
生
活

保
護
に
関
す
る
電
話
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

　
１
月
24
日
㈰
、

　
10
時
～
16
時

▽
相
談
料
　
無
料

▽
相
談
電
話
番
号

　
☎
　
０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会

　
☎
　
０
７
２
（
７
６
７
）
１
７
７
８

　
兵
庫
県
立
山
の
学
校

は
、
令
和
３
年
度
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
義
務
教
育
を

　
修
了
し
寮
で
の
共
同
生

　
活
や
体
験
活
動
の
で
き

　
る
15
～
20
歳
の
県
内
在

　
住
の
男
性

▽
募
集
定
員
　
20
人

▽
出
願
期
間
　

◎
前
期

　
１
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮

◎
後
期

　
２
月
２
日
㈫
～
19
日
㈮

▽
試
験
日

◎
前
期
　
１
月
29
日
㈮

◎
後
期
　
２
月
26
日
㈮

※
詳
し
く
は
県
立
山
の
学

　
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く

　
だ
さ
い
。

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
兵
庫
県
立
山
の
学
校

　
☎
　
０
７
９
０
（
６
２
）
８
０
８
８

　
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
企

画
運
営
委
員
会
で
は
、
但

馬
に
お
け
る
短
詩
型
文
学

の
振
興
を
図
る
た
め
、
次

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
体
裁
　
Ｂ
６
判
単
行
本

▽
内
容
　
短
歌
・
俳
句
・

　
冠
句
・
川
柳
・
詩

▽
応
募
期
間

　
12
月
25
日
㈮
ま
で
　

▽
応
募
資
格
　
但
馬
在
住

　
者
及
び
但
馬
の
グ
ル
ー

　
プ
に
所
属
し
て
い
る
人

▽
投
詠
　
１
人
に
つ
き
　

　
10
首
ま
た
は
10
句

▽
応
募
方
法
　
規
定
の
応

　
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

▽
参
加
料

　
１
部
門
１
，
５
０
０
円

※
必
ず
定
額
小
為
替
で
提

　
出
す
る
こ
と

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
但
馬
文
学
の
つ
ど
い
企
画

　
運
営
委
員
会
事
務
局

　（
但
馬
文
教
府
内
）　

　
☎
　
０
７
９
６
（
２
２
）
４
４
０
７

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

〇
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

　
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

　
自
然
科
学
な
ど
、
約
　

　
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

　
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

　
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

〇
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

　
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

　
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

　
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

　
て
い
ま
す
。

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上

　
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

　
に
放
送
大
学
兵
庫
学
習

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

▽
出
願
期
間

〇
第
１
回

　
２
月
28
日
㈰
ま
で

〇
第
２
回

　
３
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
　
０
７
８
（
８
０
５
）
０
０
５
２

募

集

　カードの交付・更新・申請受付を行います。平日にお越しになれない人は、ぜひご利
用ください。
■開設日時　12月 13日㈰、１月 10 日㈰、８時 30 分～12時 ※予約が無い場合は開設しません
■開設場所　市役所本庁舎１階　市民課
■予約方法　電話にて受付

12 月・1月のマイナンバーカード休日窓口のお知らせ（予約制）

■問い合わせ先　市民課　☎　６７２－６１２０

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る
「
全
国
一

斉
生
活
保
護
相
談
会
」
開
催

令
和
３
年
度

県
立
山
の
学
校
生
徒
募
集

た
じ
ま
作
品
集
募
集

ー
短
詩
型
文
学
ー

放
送
大
学 

入
学
生
募
集



お誕生おめでとうお誕生おめでとう（敬称略）（敬称略）

15 令和２年１２月号

各 種 相 談 の ご 案 内

人権相談（無料） 人権問題に関する相談

時　１２月１０日㈭　１３時３０分～１５時

場　和田山生涯学習センター、山東老人福祉センター、朝来老人福祉センター

問　人権推進課　☎ ６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　　　　　　　　　　　　　 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）

時　１２月９日㈬　１２時３０分～１５時３０分

場　市役所本庁舎４０４会議室

問 · 予　人権推進課　☎ ６７２－６１２２

時　１２月２１日㈪　１０時～１１時３０分

場　生野保健センター、市役所本庁舎１階相談室、

山東老人福祉センター、朝来庁舎

問　市民課　☎６７２－６１２０

行政相談（無料）　　　　　　　　　 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます。

時　１月１２日㈫　１３時～１６時

場　朝来市社会福祉協議会和田山地域センター

問　朝来市社会福祉協議会和田山地域センター  ☎ ６７２－０４４０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談

時　１月１６日㈯　１３時～１７時

場　アイティ７階　市民プラザＡ（豊岡市）

問 · 予　兵庫県司法書士会但馬支部　☎ 0796（23）8011

司法書士による法律相談会（無料）　　　　　　　　　　　　　　　司法書士によ
る登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）

時　１２月２４日㈭　１３時～１５時

場　和田山老人福祉センター

問 · 予　兵庫県弁護士会　☎　０７８（３５１）１２３３

総合法律センター南たじま相談所　　　　　　　　　　　　　　　弁護士による
法律相談（予約制・１回３０分・相談料 5,500 円）

若者就労・支援に関する相談会（無料）　　　　　　　　　　　　　　　  若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向けた
相談に応じます（予約制）

時　第２・４水曜日 １３時～１６時

場　山東生涯学習センター（山東庁舎内）

※朝来生涯学習センターでも随時実施（月１回程度要予約）

問 · 予　労協若者サポートステーション豊岡　☎ 0796（34）6333

戸籍の窓

＊掲載対象期間
10 月 16 日～11 月 15 日
届出分

（令和２年１０月 31 日現在）

総人口　29,785 人

　　（-47）　   

男　　　14,284 人

（-25）　

女　　　15,501 人

（-22）　

世帯数 12,297 世帯

（-9）　 

（　）は前月比

ホール・美術館の催し　●詳細は各施設で確認してください

あさご芸術の森美術館 ☎ ６７０－４１１１　㊡ 水曜日　

入館料　大人５００円／高校・大学生３００円／小・中学生２００円（ココロンカードで無料）

ヒメハナ公園ウツギの館 ☎　６７６ー４５８７　㊡月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）　

粘土アート展 四季のいろどり 出展者：川
かわ

 千
ち え こ

恵子 ( 豊岡市 ) 会期：１２月４日㈮～２０日㈰
小学生体験教室 クリスマスの額作り

１２月１３日㈰１０時～ 先着１０人※ヒメハナ公園に申し込みください。
※開館：９時～１７時　展示の最終日は１５時に終了予定

兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

7 9 - 4 5 1（１２月のテーマ）　【月曜】目に異物が入ったら【火曜】健康長寿とお口の体操

【水曜】慢性硬膜下血腫【木曜】滲出性中耳炎のはなし【金土日】ＰＴＳＤ予防と新型コロナ　（年末年始のテーマ）12/28 ㈪ ～ 1/5 ㈫ 高齢者の入浴中突然死

朝来市新井１７２

☎６７０－４７００

１２月の休館日・年末年始 の休館日のお知らせ
毎週水曜日と日曜日　年末年始１２月２７日㈰～１月１１日㈪まで

大人の水泳個人レッスン再開

◎日程　　毎週木曜日

◎時間　　１２時 ～ １２時４５分

◎参加費　利用料＋１，５００円

◎対象者　１６歳以上の人ならどなたでも

◎受付　　参加費を添えて申し込みください。

※電話での予約はできません。

～無料レッスン再開～

◎日程　　毎週金曜日

◎時間　　１１時１５分

                    ～１１時４５分

◎参加費　無料

※別途、利用料がかかります

◎定員　　６人（先着順）

◎内容　やさしいアクアビクス

※受付で申し込みください。

『アート２０２１干支展 丑』
会場：美術館２階企画展示室 会期：１月１１日㈪まで

『２０２１干支絵手紙コンクール作品募集』 期間：１月４日㈪まで（必着）
『アートホール神戸写真公募展～こどもの世界～』
会場：美術館１階アトリエ室 会期：１２月２４日㈭まで

『～朝来からの風～「朝展」２０２１の作品募集』 
期間：１月８日㈮１６時３０分まで
※展示、作品募集の詳しい内容については美術館またはホー
　ムページでご確認ください。
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兵庫県・朝来市の共同実施
12 月は但馬地域税収確保重点月間

　■問い合わせ先　

　　税務課　　　　　　　　☎　６７２－６１１９

　　豊岡県税事務所収税管理課　☎　０７９６（２６）３６２６

　兵庫県は毎年１２月を「税収確保重点月間」とし
ており、但馬地域では３市２町と豊岡県税事務所が
スクラムを組み、個人住民税の徴収に強固に取り組
みます。
◆共同文書催告　市は県と共同で、個人住民税を滞
　納している人への文書催告を行います。

新型コロナウイルス感染症に係る
中小事業者等の固定資産税の軽減措置について

　■問い合わせ先　税務課　☎　６７２－６１１９

　新型コロナウイルス感染症及びその感染防止のた
めの措置の影響により事業収入が減少した中小事業
者などに対して、令和３年度課税の１年度分に限り、
令和３年１月１日時点で所有する償却資産及び事業
用家屋に係る固定資産税の負担を軽減します。
　詳細についてはホームページをご覧いただくか税
務課資産税係まで問い合わせください。

令和 2 年 2 月～ 10 月までの任意の連続する
3 カ月間の事業収入の対前年同期比減少率

軽減割合

50％以上　減少 全額

30％以上 50％未満　減少 ２分の１

岩津ねぎ料理コンテスト２０２１
　～ 参加者募集のお知らせ ～

　■問い合わせ先　農林振興課内

　岩津ねぎ料理コンテスト事務局　☎　６７２－２７７４

　市特産の岩津ねぎを使った料理コンテストの参加
者を募集します。豪華な景品を準備していますので、
皆さんからの応募をお待ちしています。
◆応募資格

　①２月２１日㈰開催の本選に参加できる人（絶対条件）
　②兵庫県に在住、在勤、学生の人で、個人またはグループ
　③応募作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。
◆応募内容

　①料理名　②料理の特徴、アピールポイント
　③材料と分量（５人分）　④作り方
　⑤料理の写真（１人分）　⑥住所、氏名、年齢、性別、電話番号
※応募は１人（１グループ）１作品とします
◆応募方法

　専用の応募用紙（農林振興課、各支所で配布、市
ホームページにも掲載）に応募内容を記入の上、１
月１２日㈫までに農林振興課へ。
◆１次審査　１月２３日㈯
※審査員による書類選考及び写真審査
◆本選審査　２月２１日㈰
　１次審査通過者８人（グループ）に調理してもらいます。
　（調理時間５０分※下準備を含みます。）
◆表彰　
　最優秀賞　 ２万円相当の品
　優 秀 賞 　１万円相当の品
　特 別 賞 　３千円相当の品
　参 加 賞 　応募者全員に記念品を贈呈

令和２年度
臨時農業用大型トラクター技能講習会

　■申し込み・問い合わせ先　

　　農林振興課内　☎　６７２－２７７４

　農業関係団体及び農業者などは、１２月１４日㈪までに申し

込みをお願いいたします。　

　様式及び詳しい内容は下記 HP を御覧ください。

■兵庫県農業機械商業協同組合ホームページ

　http://www.hyogonokisho.org/index.html

加
西
会
場

大
型
特
殊
技
能
講
習

2 月 2 日㈫

9 時～ 9 時 30 分
9 時 30 分
　　～ 16 時 30 分

1 期班
30 人
受付開講式
実技講習

兵庫県立農林水産技術
総合センター農業大学校
加西市常吉町荒田 1256-4
( 事務局 ☎ 090-3031-6058)

2 月 3 日㈬
9 時～ 16 時 30 分

2 期班
30 人
実技講習

同上

2 月 4 日㈭
9 時～ 16 時 30 分

3 期班
30 人
実技講習

同上

2 月 5 日㈮
9 時～ 16 時 30 分

4 期班
30 人
実技講習

同上

免
許
試
験

２月 8 日㈪、9 日㈫、
10 日 ㈬、12 日 ㈮、
15 日㈪
各日とも
9 時 50 分～ 16 時

実技試験 明石市荷山町 1649-2
自動車運転免許試験場
☎　078-912-1628 
( 事務局 ☎ 090-3031-6058）

特定（産業別）最低賃金が改正

　■問い合わせ先　

　　兵庫労働局労働基準部賃金室　☎　０７８（３６７）９１５４

　特定（産業別）の最低賃金が１２月から（兵庫県最
低賃金は１０月から）改正されます。最低賃金は、パー
トタイマー、アルバイトなどすべての労働者に適用さ
れます。

特定（産業別）最低賃金の適用業種 時間額

塗料製造業 973 円

鉄鋼業 964 円

はん用機械器具製造業・生産用機械器具製造業・業務用機械器具製造業 944 円

電子部品・デバイス・電子回路製造業・電気機械器具製造業・情報通信機械器具製造業 902 円

輸送用機械器具製造業 978 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業 903 円

自動車小売業 901 円

繊維工業（兵庫県最低賃金） 900 円

各種商品小売業（兵庫県最低賃金） 900 円

兵庫県最低賃金 900 円

暮らしのお知らせ
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　■問い合わせ先　

　兵庫県立但馬技術大学校　☎　０７９６（２４）２２３３

　県立但馬技術大学校では、次のとおり学生を募集します。

令和３年度学校生の募集
（兵庫県立但馬技術大学校）

■令和３年度生　兵庫県立但馬技術大学校学生募集

募集学科 〈2 年制〉自動車工学科、建築工学科、機械工学科
〈1 年制〉総合ビジネス学科

試験区分 一般入校試験（第２回）

試験日 令和 3 年 1 月 23 日㈯

募集期間 令和 3 年 1 月 15 日㈮まで※期間末日必着

その他 一般入校試験（第 3 回）を令和 3 年 2 月 20 日㈯
に実施予定です。

■令和３年度　兵庫県立但馬技術大学校オープンキャンパス

実施学科
及び

実施内容

〈2 年制〉

自動車工学科（自動車基本点検整備）
建築工学科（CAD（コンピューターに
よる設計））
機械工学科（三次元 CAD・NC 加工）

〈1 年制〉 総合ビジネス学科（Web ページ作成）

日時
12 月６日㈰、13 時～ 15 時

（受付：12 時 30 分～ 13 時）

申込方法
参加申込書に必要事項を記入の上、郵送または
FAX するか、ホームページの申込フォームに入力・
送信

　■問い合わせ先　

　ＪＡたじま特産課　☎　０７９６（２４）６６７２

　柑橘系のさわやかな香りが特徴として知られる但馬
産朝倉山椒のブランド化を進めるため、行政と生産者
団体などが組織する「朝倉さんしょブランド化推進協
議会」の代表として JA たじまが地域団体商標の申請
を行い、「朝倉さんしょ」として商標登録されました。
　「朝倉山椒」は一般名称であることから、他産地
との差別化を図るための方策の一つとして商標権を
取得しました。
　商標権を取得したのは JA たじまですが、より多
くの人へ但馬の「朝倉さんしょ」を知ってもらえる
よう、加工品や料理メニューなど一般事業者におい
ても商標使用が可能です。商標の使用に関しては、
JA たじままで問い合わせください。
◆商標　朝倉さんしょ
◆対象となる朝倉山椒　
　但馬産の青芽系統の朝倉山椒
◆地域団体商標マーク　右記　　　　
◆商標使用料金　無料

「朝倉さんしょ」地域団体商標に登録

■問い合わせ先  こども育成課  ☎ ６７２－４９３３

　１２月６日㈰から、未就学児親子を対象に山東庁
舎３階の大集会室を開放します。
　小さなお友達親子で一緒に体を動かしたり、休憩
しながら会話をしたり、ゆったりのんびり思い思い
に利用してください。
◆利用可能日時　毎週日曜日　９時～１６時
※イベント、会議などで使用予約がある場合は、閉
　所します。

■問い合わせ先  こども育成課  ☎ ６７２－４９３３

　こども育成課及び朝来市子育て学習センターで
は、Twitter を活用して子育て支援施設・事業につ
いての情報発信を始めました。子育て学習センター
やこども園の活動などについて、子育て中や妊娠中
の皆さん向けの情報を発信していきますので、ぜひ
フォローしてください。
◆あさごスマイルネット（朝来市こども育成課）
　https://twitter.com/asago_kodomo

山東庁舎３階大集会室を開放します

こども育成課 Twitter の開設

12 月 30 日㈬ 通常運行

12 月 31 日㈭～１月 3 日㈰ 運　休

1 月 4 日㈪ 通常運行

朝来市コミュニティバス「アコバス」
年末年始の運行日について

　朝来市コミュニティバス「アコバス」の年末年始の運
行日についてお知らせします。

◆問い合わせ先　総合政策課　☎  ６７２－６１１０

暮らしのお知らせ

令和 2 年度
第３回兵庫県警察官募集

　■問い合わせ先　朝来警察署　☎　６７２－０１１０

　兵庫県警では、次のとおり警察官を募集します。
　詳しくは、兵庫県警察のホームページを確認いた
だくか朝来警察署まで問い合わせください。
◆受付期間　１月７日㈭まで
◆申込書類

　申込書類は、朝来警察署の窓口で受け取るか、ホー
　ムページからダウンロードし、必要事項を記入の
　上、郵送または持参してください。
◆一次試験日　令和３年１月１７日㈰
◆採用予定人数　男性７０人　女性２０人
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「ＧＩＧＡスクール構想｣ って、なに？
■問い合わせ先

　学校教育課

　☎　６７２－４９３０

　市は文部科学省をはじめとする関係省庁などと共同で、義務教育段階におい
て、児童生徒一人一人が情報端末 ( タブレットなど ) を持ち、現在の国際化や
情報化社会に柔軟に対応できるようにするため、さまざまな機器の整備に取り
組んでいます。ここでは市が進めている整備内容について説明します。

≪朝来市の整備内容≫
　令和２年度末までに、市内全小・中学校に１人１台のタブレット等を整備します。
①小学校にｉＰａｄを導入します。
②中学校に Windows 版タブレットを導入します。
③授業を行う普通教室、特別教室、体育館等に高速の Wi-Fi 環境を整備します。
④市内各小・中学校の普通教室、特別教室に大型提示装置（モニターなど）を設置します。

≪１人１台タブレット端末の活用により充実が期待できる学習≫
◎調べ学習　課題や目的に応じて、インターネット等で情報を主体的に収集 ･ 整理 ･ 分析
◎表現・制作　キーボード入力や長文作成、写真 ･ 動画を用いた多様な資料 ･ 作品の制作
◎遠隔教育　学校が臨時休業となっても、オンライン学習やテレビ会議が可能
◎情報モラル教育　情報発信 ･ 収集を行う場面で適切に情報を取り扱う力の育成
◎クラウド環境　オンラインドリル学習の充実、デジタル教科書を利活用した分かりやすい授業
◎プログラミング教育　小学校低学年からのプログラミング教育を通して論理的思考力を育成

◆今後の臨時休業などに備え、休業の際には、すべての児童生徒に情報端末を貸与し、学習ソフトを活用した家庭学習
　や、将来的には学校と双方向の学習などを実施できる環境を整える準備をしています。
※文部科学省は、全国学力 ･ 学習状況調査のオンラインでの実施や、デジタル教科書の普及促進を計画しており、教育
　のＩＣＴ化が今後さらに加速していきます。

『1 人 1 台端末』を使った学習のイメージ図

学校が変わる～先端技術や教育データが活用される教育現場～

効果
　〇習熟度に応じた学習の実現
　〇学習履歴の活用で効果的な指導

効果
　〇学習の幅を広げる
　〇学習機会の確保

協働学習ツール デジタル教科書・教材

効果
　〇個々の状況に応じた声掛けや児童生徒が
　　お互いの考えの比較や議論をすることで活発化

効果
　〇動画 ･ アニメーションなどの活用による
　　興味関心の喚起

ＡＩなどを活用したドリル 遠隔・オンライン学習

ＪＲ播但線団体利用促進補助金について ■問い合わせ先

　総合政策課

　☎　６７２－６１１０　市は、ＪＲ播但線の市民１０人以上による団体利
用に対し、ＪＲ播但線乗車区間（和田山駅～姫路駅）
の乗車券購入費用の２分の１の補助を行います。
＜対象＞

①市内に住所を有する者により構成された１０人以
　上の団体（市が主催する事業または学校行事若し
　くは公的な金銭の支給がある場合の利用は除く。）
②市内指定旅行会社で普通乗車券の購入をした団体
※回数券及び定期券を除く

＜補助金の例＞

　子ども会の行事において、大人１０人、子ども１０人で

姫路動物園へ行った場合の補助金額

運賃：和田山～姫路　大人１，３４０円、子ども６７０円

　　往復運賃 2,680 円×大人 10 人× 1/2 ＝ 13,400 円

　　往復運賃 1,340 円×子ども 10 人× 1/2 ＝ 6,700 円

　　補助金額：20,100 円　

市内指定旅行会社 住  所

（株）マックアース マックトラベルサービス 朝来市和田山町枚田岡 774 エスタ専門店 1F

（株）ドリーム観光サービス兵庫北営業所 朝来市和田山町加都 1654-1

（有）いけがわ縁結びトラベル 朝来市和田山町寺谷 338-1

※予算に限りがあるため、補助金額が予算枠を超えた場合、直ちに申請受付を中止する可能性があります。　
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や
が
て
明
か
さ
れ
た
真

相
に
戸
惑
う
七
実
は
…
。

『
獄
中
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
』

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
（
集
英
社
）

　

舞
台
芸
術
監
督
の
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
は
家
族
に
先
立
た
れ
た
上
に
、

部
下
の
反
乱
に
よ
り
失
職
し
て
し

ま
う
。
失
意
の
底
に
あ
る
彼
は
、

世
界
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
テ
ン
ペ

ス
ト
」
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
作
品
で
す
。

令
和
２
年
12
月
号

和
田
山
図
書
館
　
　
　
☎
６
７
２ –

 

１
７
０
０

あ
さ
ご
森
の
図
書
館
　
☎
６
７
０ –

 

４
７
１
０

生
野
支
所
　
　
　
　
　
☎
６
７
９ –

 

２
２
４
０

休館日・お休み日

和田山・あさご　12 月 7 日㈪・14 日㈪・21 日㈪・28 日㈪～１月 4 日㈪・7 日㈭・12 日㈫・18 日㈪・25 日㈪

生野　　　　　　12 月 5 日㈯～ 7 日㈪・12 日㈯～ 14 日㈪・19 日㈯～ 21 日㈪・26 日㈯～ 1 月 4 日㈪・9 日㈯～ 11 日㈪

おはなし会　毎週土曜日におはなし会をしています

　和田山図書館 10 時 30 分から／ 14 時から

　あさご森の図書館 11 時 10 分から／ 15 時 15 分から

★赤ちゃん向けおはなし会

　和田山図書館 　12 月 26 日㈯ 10 時 30 分から

　あさご森の図書館 　12 月 24 日㈭ 11 時から

師走のお楽しみ！12月15日㈫～27日㈰の期間は、

◇お久しぶりの貸出冊数無制限・貸出期間４週間やります！
◇初の試み！和田山図書館では、過去にこのコーナーで紹
　介した１冊とお楽しみのもう１冊をテーマごとに包んだ
　『年越し☆PACK』を貸出します。お好みの1冊に出会えるかも⁉
　ぜひ、お立ち寄りください。

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
と

19 令和２年１２月号

ごみ収集
ごみ持込受付

（南但クリーンセンター）
（可燃・不燃ごみ等）

ごみ持込受付
（クリーンセンター山東事業所）
（土砂・がれき類）

し尿収集 火葬

12 月

28 日㈪
収集カレンダーどおり

平常どおり

平常どおり 午前中まで受付

平常どおり
29 日㈫

休み
（12/29 ～ 1/3）

休み
（12/29 ～ 1/3）

30 日㈬

休み
（12/30 ～ 1/3）

31 日㈭

休み
（12/31 ～ 1/3）

1 月

1 日㈮
休み

1 日～ 3 日は受付のみ
本庁と各支所で行います。

2 日㈯

3 日㈰

4 日㈪
収集カレンダーどおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

5 日㈫

問い合わせ先
南但クリーンセンター
☎ ６７０－３３６６

クリーンセンター
山東事業所

☎ ６７６－３９２３

クリーンセンター
和田山事業所

☎ ６７２－２４０２

斎場
セレモニーホール

やすらぎ
☎ ６７０－７７１０

朝来市役所（本庁舎・各支所）年末年始の閉庁日は、12 月 29 日㈫～１月３日㈰です。

年末年始の衛生業務 　年末年始のごみ収集業務、ごみ持ち込み受付、し尿収集業務、
火葬業務については、次のとおりです。
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙　
　
　

勲

　
昭
和
53
年
４
月
か
ら
朝
来
郡
広
域
消
防
本
部
の
消
防

士
と
し
て
38
年
間
勤
務
さ
れ
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
崇
高
な
使
命
感
の
も
と
常
備
消
防
体
制
の
確
立
と

消
防
力
の
充
実
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
長
年
、
予
防
行
政
に
従
事
し
、
防
火
や
消
防
設
備

の
設
置
指
導
、
地
域
住
民
に
対
し
て
消
防
教
室
を
通

じ
て
、
初
期
消
火
の
重
要
性
や
防
災
意
識
の
高
揚
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ン
ゼ
㈱
の
工
場
火
災
で
は
、
署
長
と
し
て

対
応
を
図
り
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

佐
さ と う

藤 清
せ い し ろ う

四郎さん
（和田区）

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

吉
よ し な り

成 勝
まさる

さん
（生野緑ヶ丘区）

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

木
き む ら

村 敏
と し ひ こ

彦さん
（駅前区）

　
昭
和
47
年
１
月
か
ら
、
生
野
町
・
朝
来
市
の
消
防

団
員
と
し
て
48
年
あ
ま
り
の
長
き
に
わ
た
っ
て
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
令
和
２
年

３
月
ま
で
の
期
間
は
副
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
生
野
町
で
の
住

宅
火
災
の
際
に
は
、
発
生
場
所
が
住
宅
密
集
地
で

あ
っ
た
こ
と
や
当
日
の
悪
天
候
に
よ
り
、
消
火
活
動

が
困
難
を
極
め
る
中
、
消
防
本
部
と
連
携
を
密
に
図

り
な
が
ら
団
員
を
的
確
に
指
揮
し
、
火
災
を
最
小
限

に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
４
月
か
ら
、
和
田
山
町
・
朝
来
市
の
消

防
団
員
と
し
て
39
年
あ
ま
り
の
長
き
に
わ
た
っ
て
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
令
和
２

年
３
月
ま
で
の
期
間
は
副
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
16
年
10
月
に
襲
来
し
た
台
風
23
号

災
害
に
お
い
て
は
、
夜
を
徹
し
て
水
防
活
動
を
遂
行

さ
れ
、
河
川
決
壊
危
険
個
所
へ
の
土
嚢
積
み
や
木
流

し
工
法
を
実
施
し
、
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
な
ど
、
的

確
な
指
揮
と
卓
越
し
た
統
率
力
に
よ
り
被
害
を
最
小

限
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
警
察
功
労
】

松
ま つ お か

岡 壽
ひ さ お

雄さん
（楽音寺区）

　
昭
和
41
年
４
月
に
兵
庫
県
警
察
官
と
な
り
、
42
年

に
わ
た
り
、
灘
署
、
県
警
本
部
機
動
隊
、
八
鹿
署

（
現
・
養
父
署
）、
交
通
機
動
隊
な
ど
に
勤
務
。
地
域
・

交
通
の
分
野
で
、「
地
域
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
」

を
信
条
に
職
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
兵
庫
警
察
署
に
勤

務
さ
れ
、
震
災
の
復
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
後
も
、
地
域
の
見
守
り
隊
と
し
て
、
小
・
中
・
高

生
の
登
下
校
時
の
見
守
り
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
安

心
・
安
全
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章
【
警
察
功
労
】

中
な か し ま

島 治
じ ろ う

郎さん
（筒江区）

　
昭
和
41
年
４
月
に
兵
庫
県
警
察
官
と
な
り
、
42
年

に
わ
た
り
、
尼
崎
西
署
（
現
・
尼
崎
南
署
）
、
西
宮
署
、

県
警
本
部
自
動
車
警
ら
隊
（
現
・
機
動
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
）、
三
田
署
、
豊
岡
署
（
現
・
豊
岡
南
署
）
な
ど

に
勤
務
。
地
域
・
交
通
の
分
野
で
、
常
に
県
民
の
た

め
一
生
懸
命
に
職
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
の
台
風
23
号
の
際
に
は
、
地
域
課
指
令

係
長
と
し
て
、
市
民
の
安
全
確
保
や
災
害
復
旧
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
筒
江
区
の
防
災
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
地
区
の
安
心
・
安
全
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章
【
警
察
功
労
】

河
か わ と

戸 茂
しげる

さん
（多々良木区）

　
昭
和
41
年
４
月
に
兵
庫
県
警
察
官
と
な
り
、
42
年

に
わ
た
り
、
尼
崎
北
署
、
城
崎
署
（
現
・
豊
岡
北
署
）、

豊
岡
署
（
現
・
豊
岡
南
署
）
、
八
鹿
署
（
現
・
養
父

署
）
な
ど
に
勤
務
。
地
域
・
交
通
・
警
務
な
ど
の
分

野
で
、「
常
に
堅
実
・
誠
実
で
あ
る
こ
と
、
市
民
の

模
範
と
な
る
こ
と
」
を
信
条
に
職
務
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
事
件
・
事
故
の
解
決
の
た
め
昼
夜
を

と
わ
ず
捜
査
に
当
た
ら
れ
た
ほ
か
、
八
鹿
署
時
代
に

は
氷
ノ
山
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
当
た
ら
れ

る
な
ど
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
２
年
　
秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
12
年
11
月
、
和
田
山
町
議
会
議
員
に
当

選
以
来
、
２
期
４
年
５
カ
月
に
わ
た
り
、
町
の

振
興
に
貢
献
し
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
。
ま
た
、
新
市
誕
生
以
降
、
通

算
11
年
２
カ
月
の
間
、
市
議
会
議
員
と
し
て
副

議
長
、
本
庁
舎
整
備
特
別
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
、
市
の
各
種
事
業
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
自
治
功
労
】

日
く さ か

下 茂
しげる

さん
（林垣区）

　
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
理
事
を
８
年
、

副
会
長
を
２
年
務
め
あ
げ
、
県
女
性
連
の
事
業

に
貢
献
。
朝
来
市
商
工
会
女
性
部
に
お
い
て
も
、

旧
朝
来
町
の
時
か
ら
副
部
長
・
部
長
を
歴
任
し
、

組
織
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
現
在
も
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、

被
災
地
支
援
事
業
の
推
進
、
市
の
魅
力
発
信
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
女
性
活
動
功
労
】

伊
い と う

藤 明
あ け み

美さん
（多々良木区）

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
８
年
に
わ
た
り
、
朝
来

市
医
師
会
会
長
、
南
但
休
日
診
療
所
管
理
医
師

と
し
て
医
療
提
供
体
制
の
構
築
、
福
祉
や
保
健

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
但

馬
地
域
に
少
な
い
整
形
外
科
専
門
医
、
日
本
リ

ウ
マ
チ
学
会
専
門
医
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
健
康
功
労
】

足
あ だ ち

立 秀
しゅう

さん
（和田山京口区）

　
兵
庫
県
保
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、
保
育
人
材
を

確
保
す
る
た
め
の
就
職
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る
な
ど
、

保
育
事
業
の
振
興
・
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
組
織
の
会
長
と
し
て
国
へ
政
策
提
言
を
行
う
ほ

か
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
や
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
協
議
会
理
事
と
し
て
福
祉
人
材
の
確
保
や
社
会

福
祉
法
人
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

【
社
会
賞
】

小
こ ば や し

林 公
こ う せ い

正さん
（枚田区）

　
永
年
、
い
ず
み
会
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
新
会

員
の
育
成
、
こ
ど
も
園
や
高
等
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
と
協
力
し
、
食
生
活
改
善
活
動
を
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
現
在
も
、
減
塩
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
習
会
を
積
極
的
に
企
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

齋
さいと う

藤 さかゑさん

（上生野区）

【
第
68

回
兵
庫
県
更
生
保
護
大
会
】

　
長
年
、
更
生
保
護
事
業
に
従
事
し
、
罪

を
犯
し
た
人
な
ど
の
改
善
更
生
、
地
域
で

の
犯
罪
予
防
活
動
を
推
進
し
、
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

斉
さいと う

藤 明
あ け み

美さん

（生野６区）

朝
あさく ら

倉 式
の り こ

子さん

（林垣区）

　
10
月
25
日
㈰
、
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
市
か
ら
は
稲い

な

だ田

耕こ
う
さ
く作
委
員
、
谷た

に
ぐ
ち口
良よ

し

み美
委
員
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
両
委
員
は
平
成
21
年
か
ら
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
】

　
県
政
の
伸
展
、
公
共
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ
た
人
、
そ
の
他
広
く
県
民
の

模
範
と
な
っ
た
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
11
月
３
日
付
）

　
県
民
文
化
の
高
揚
や
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
人
を
表
彰
す
る
、
文
化
賞
、

科
学
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
及
び
社
会
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

稲
い な だ

田 耕
こうさ く

作さん

（野村区）

谷
たにぐ ち

口 良
よ し み

美さん

（大垣区）
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健康健康コーナーコーナー
■問い合わせ先
　地域医療・健康課
　☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）

健康カレンダー健康カレンダー
１２／１６～１／１５１２／１６～１／１５

月 日 曜日 内容 場所

12
月

１６ 水 離乳食教室 朝来市保健センター

１７ 木 ８カ月児健診 朝来市保健センター

１８ 金 育児相談・すまいるひろば 朝来市保健センター

２４ 木 こころのケア相談（予約制）朝来市保健センター

1
月

７ 木 １歳６カ月健診 朝来市保健センター

８ 金 ３歳児健診 朝来市保健センター

１５ 金 育児相談・すまいるひろば 朝来市保健センター

【診療日】

　◎１２月…６日㈰、１３日㈰、２０日㈰、２７日㈰

　◎年末年始…１２月３１日㈭、１月１日㈮、２日㈯、３日㈰

【受付時間】　８時３０分～１１時３０分、１３時～１６時

【診療科】　内科、小児科

【場　所】　法興寺３７８‐１（朝来市保健センター併設）

【持ち物】　保険証、医療証、診療費

【連絡・問い合わせ先】　南但休日診療所（☎ 672-5269）

※受診時には電話でご連絡ください。

南但休日診療所《１２月・年末年始診療日》

　今年の冬は、インフルエンザ、新型コロナウイル

ス感染症が混在して流行することが懸念されます。

　新型コロナウイルス感染症の症状はインフルエン

ザの症状と似ています。インフルエンザを出来るだ

け抑えるためにも、インフルエンザ予防接種を受け

ていただくようお勧めします。

◆十分な休養とバランスのよい食事

　日頃から体力、抵抗力を高めておきま

　しょう。

◆外出時の手洗いとうがい

　こまめに手洗いを行うことが感染予防となりま　

　す。手洗いの方法は、石けんで３０秒程度洗い、

　流水で十分流します。タオルの共用は避けましょう。

◆マスクの着用

　「咳
せ き

エチケット」を守りましょう。

【マスクのポイント】

　①口だけでなく鼻も覆いましょう。

　②説明書をよく読み正しく装着しましょう。

　③マスクの表面にはウイルスがついているものと

　　して扱い、マスクの表面は触らないようにしま

　　しょう。また、はずした後は手を洗いましょう。

　④マスクは清潔なものをつけ、こまめに交換しま

　　しょう。

◆予防接種　インフルエンザが流行する１～２カ月

　前までに予防接種を受け重症化を予防しましょう。

　令和２年度は、生後６カ月以上の市に住民票のあ

　る人全員に接種料金の助成をしています。

※詳しくは、市ホームページで確認してください。

●手を洗う時はアクセサリーや

　時計をはずしましょう

家庭でできるインフルエンザ予防

　ひとりで悩んでいませんか？専門医や公認心理師
などが、他の人にはなかなか話しにくい悩みの相談
に応じます。いずれの相談も無料です。完全予約制
で秘密は厳守されますので、安心して利用ください。
相談を希望する場合は、電話で予約をお願いします。

●こころのケア相談（朝来市）

期日 時間 相談員 会場

12 月 24 日㈭ 14 時～ 16 時
精神科
医師

朝来市
保健センター

「こころの内にある悩み、話してみませんか？」
～まずは、お電話ください～

　令和２年度あさ GO ！健幸づくりカレンダーの記

入はすすんでいますか？

６月～１２月までに取り組んでいただいた健幸づく

りポイントの寄付・交換申請の受付を始めています。

◆交換品申請期限　

　令和３年１月２９日㈮必着

◆寄付・交換申請窓口　

　本庁・各支所、生涯学習課

　地域医療・健康課、市内地域自治協議会（１１カ所）

あさ GO! 健幸づくりカレンダーの
ポイントの交換をお忘れなく！！

正しい手洗いのしかた

① 手 の ひ ら で
　 石 け ん を 泡
　立てます

②手のひらのこ
　うも、こすっ
　て洗います

③ 指 を 一 本 ず
　 つ て い ね い
　に洗います

④ 両 手 を も む
　 よ う に し て
　洗います

⑤ 爪 の 間 を 洗
　います

⑥手首を片方ず
　つ洗います

⑦石けんが残らな
　いようにしっか
　り洗いましょう

⑧清潔なハンカチ
　などで水分を　
　しっかりふきと
　りましょう
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パッククッキングをご存知ですか？

　パッククッキングとは、耐熱性のポリ袋（高密度

ポリエチレン製）に食材を入れ、カセットコンロや

鍋などを使って袋ごと湯煎し火を通す調理法のこと

です。簡単に栄養バランスの取れた食事を作ること

が出来ます。

【パッククッキングの利点】

◎普段の食事作りにも利用できる

◎調理工程がシンプルで簡単

◎袋ごとに違う料理を一度に作ることができる

◎加熱に使った水が汚れないため、再利用でき、水

　が節約できる

◎災害などで電気やガスなどのライフラインが使え

　なくても食事を作ることができる

朝来市特産の岩津ネギを使って作ってみましょう！

献立名【親子丼】
材料 分量（２人分） 作り方

★ご飯 (A)
　米
　水

★親子煮 (B)
　焼き鳥缶詰
　卵
　岩津ネギ

1 カップ（160g）
1 カップ（200cc）

1 缶
1 個
2/3 本（60g）

①米を (A) のポリ袋に入
　れ、少しの水でもみ洗
　いし、水を捨てる。
② (A) のポリ袋に分量の
　水を入れ、しっかり空
　気を抜いて袋の上のほ
　うを結び、20 分程度吸
　水させる。
③岩津ネギを斜め薄切り
　にする。
④卵を (B) のポリ袋に直
　接割り入れ、さらに焼
　き鳥の缶詰、③の岩津
　ネギを (B) のポリ袋に
　入れてよく混ぜ、空気
　を抜いて口を結ぶ。
⑤湯を沸かした鍋の中に
　(A) を入れ、加熱する。
　10 分経ったら (B) を鍋
　の中に入れ、さらに 20
　分加熱し、火を止め湯
　の中で 10 分蒸らす。
⑥器に (A) のご飯を盛り、
　上に (B) の親子煮を盛
　り付ける。

※鍋底に皿などを敷き、取り出すときは穴あきお玉やトン
　グなどを使用してください。
※鍋のほかにもポット (98℃設定 ) でも作ることが可能です。
★岩津ネギ

　ゆたかな香りと甘み、柔らかさが特徴。
　ネギは栄養価が非常に高く、「風邪予防」や「疲労回復」
　などの効能があります。

あさごサポートファイル
■問い合わせ先

ふくし相談支援課 ☎ ６７２ー６１２５

　障害や特性があり支援が必要な子どもが、乳幼児期から
大人になるまで、切れ目なく支援が受けられるように、成
長記録などをまとめていくファイルです。
　支援が必要な場合の関わりの工夫などについて記入しな
がら、保護者と担任の先生や福祉サービスの支援者が子ど
もの情報を共有し、一緒に支援の内容を書き込みます。
◎Ａ４サイズで、追加で差し込みができるファイルです。

【内容】
　①子どもの出生から今までの成長、発達の記録
　②アレルギーや特異体質などの配慮を要する内容の記録
　③得意なこと苦手なことなど特性の記録
　④生活や学習でうまくかかわる方法
　⑤利用しているサービスなど
◎ファイルの代金は無料です。

お子さんの成長記録、 進級 ・ 進学時、

           卒業後の進路先への引継ぎに活用できます
①サポートファイルとはどんなファイル？

◎子どもの成長を振り返る
　ことができ、これからの
　課題が整理できます。
◎整理をしていく中で、新しい対応や工夫を考えるきっ
　かけにもなります。
◎就学や進学のたびに同じ内容を説明する必要がなくな
　り、伝え忘れを防ぐこともできます。
◎子どものライフステージに合わせて、医療・保健・福
　祉・教育等のお子様を支援する機関との情報交換の　
　ツールとしても活用できます。
◎就園、就学、進学、就職するとき

②メリットはあるの？

◎担任の先生が替わるとき
◎福祉サービスを利用するとき（児童発達支援、放課後
　デイサービスなど）
◎大学入試センター試験　受験上の配慮申請をするとき
◎障害基礎年金を申請するとき（病歴・就労状況等申立
　書作成に役立ちます）　　　　　　　　　

③どんなときに使うの？

　朝来市役所本庁舎２階のふくし相談支援課、または朝
来市保健センター（地域医療・健康課）でお渡しできます。

④どこでもらえるの？

◎基本様式は、プロフィールや生育暦、健診や相談の記
　録、医療や福祉情報などを記載します。
※わからないところは支援者と一緒に記入し、作成して
　いきます。
◎生活シートは、毎日の生活のことや、配慮してほしい
　ことの対応方法、保護者の思いを記入します。

⑤記入の仕方を教えてください

◎子どもの就園・就学・就職先・福祉サービスの事業所
　に情報提供してください。
◎ファイルの引き継ぎや管理は、原則として保護者が行
　いますが、保護者の希望に応じて支援者も一緒に引き
　継ぎを行います。

⑥引継ぎや管理はどうすればよいですか？

＊あさごサポートファイルについての詳細は、
　「ふくし相談支援課」へ、おたずねください。



第三十九話　子ども扱い

L
レ テ ィ シ ア

aëtitiaの
ぺちゃくちゃ話や～！

　私はラッキーな人で、１年に２回ほど

しか病気になりません。なので、日本に

来てから３年半が経つのに、お医者さん

に４回ぐらいしか行っていないです。去

年、喉が急に痛くなって、なかなか治ら

なかったため、お医者さんに行こうと決

めました。こんな喉の痛みは人生で初め

てではなかったので、おそらく扁
へ ん と う え ん

桃炎に

かかったのかなと思いましたが、診断を

受けた際の医者の判断は「うん、かなり赤いですね。痛くな

いですか。」でした。「は ?! これはお医者さんの判断か？そ

れぐらいわかるんだよ！」と思いました。

　外国人だから優しく言ってくれているのかとも考えて黙っ

たのですが、フランスのお医者さんが大人にこういう話し方

をすると、子ども扱いをしていると思われてしまいます。フ

ランスでは「喉が赤い」ではなく、扁
へ ん と う え ん

桃炎のような専門用語

を使って、どんな病気にかかった、どんな薬を出してどんな

効果があるのと全部詳しく説明してくれます。

　医者の件を同僚と話したら、私の考えを聞いて笑ってしま

いました。なぜかというと、日本人の医者は誰に対しても分

かりやすい話し方をしているからです。確かに、よく考える

と、外国に住んでいる人にとって優しく話してくれるお医者

さんは間違いなくありがたいですよね。
（秘書広報課国際交流員　ルヌブ・レティシア）
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和田山美術協会秋の特別展 2020「生きものを描く」
　和田山美術協会は、11 月 13 日㈮から 15 日㈰までの期間、「特
別展 2020 生きものを描く」を、和田山生涯学習センター（玉置区）
で開催しました。
　同協会は、毎年４回の作品展を実施しており、そのうち秋の特別
展として、テーマを決めて制作した作品を公開しています。
　会場には、会員の皆さん 25 人が、「生きもの」をイメージし、
この１年で描いた、風景や人物画、抽象画などおよそ 50 点が紹介
され、それぞれの持つ生きものの印象に、訪れた人たちはじっくり
と見入っていました。

　11月21日㈯から23日㈪までの期間、あさご芸術の森 ギャラリー
四季彩で「2020 震災復興支援チャリティー作品展」が開かれました。
　この作品展は、芸術の森を中心に活動する芸術家有志が東日本大
震災の発生直後から、被災地の子どもたちへの絵の具などの画材提
供や、芸術家支援を行うなどの活動の一環として、継続して取り組
んでいるものです。
　今回は 14 人の皆さんによる絵画、陶芸、写真などの作品が展示・
販売され、売上金の一部は、東日本大震災や熊本地震の被災地域など
の芸術復興が支援される予定です。

2020 震災復興支援チャリティー作品展

　広く市民の皆さんを対象
にしたイベントの告知、身
近なできごとなど、お気軽
に情報をお寄せください。
　広報紙上で紹介させてい
ただきます。内容など詳し
くは秘書広報課
まで連絡くださ
い。
※内容によって
　は掲載できな
　い場合があり
　ます。

■問い合わせ先
　秘書広報課
　☎　６７２－６１１３

情報をお寄せください



▼今年も残り１カ月。毎年、年末には「今年の漢字」が発表されます。今年は 12 月 14 日㈪に京都・
清水寺で発表されますが、皆さんはどの漢字が選ばれると思いますか。▼昨年は「令」でした。私は、
新型コロナウイルス感染症が地球規模で感染拡大し、現在も収束の見込みが立たない状況にあるため、
今年は「病」という字ではないかなと予想しています。▼まずは今年の漢字の発表を楽しみに待ちたい
と思うのと、来年はどうか現在のコロナ禍が収束し、これまで通りの日常が戻ることを祈っています。

編 集

後 記

暮らしの情報コーナー 排水管の高圧洗浄トラブルに注意

　低価格を強調したチラシをみて、排水管の高圧洗浄を依頼したところ、高額な費用を請求されたという相談が寄
せられています。チラシに「〇〇円」と大きく記載されていても、その料金は１カ所あたりの費用であるなど、料
金の詳細な説明が、目立たない部分に記載されていることがあります。チラシの内容をよく確認し、安易に依頼し
ないようにしましょう。また、排水管洗浄の契約をきっかけに、さらに別作業の契約を勧誘される場合もあります。
必要がない契約はきっぱりと断ることも大切です。不審に思ったら、早めに消費生活センターにご相談ください。

  ■不審に思ったとき、困ったときには・・・消費生活相談　   　　　 市消費生活センター ☎ ６７２－６１２１（市民課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　消費者ホットライン ☎ １８８（いやや）

事
例
事
例

No.56　　農園『F
ふ ぁ ー む さ か す

arm 咲 us』

　　　　 田
た な か

中　健
け ん い ち

一さん

　「排水管の高圧洗浄３千円」というチラシを見て、電話で依頼した。来訪した業者から渡された見積書は
２万円を超えていたが、自分が家に呼んだので断ったら申し訳ないと思い、契約書にサインした。その後、同
じ業者の別の人が家に来て、「排水施設が老化しているので、全部交換したほうがいい。交換しないと家が傷
んでしまう」と言われ、２０万円の排水工事の契約を結んでしまった。　　　　　　　　　( ８０代　女性 )
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【プロフィール】　神戸出身の田中さんは、水産加工設備関連の仕事などを経て３０歳の頃に

新規就農者として朝来市に移住。「いつかは青空の下で仕事がしたい」との想いがあり、求

人探しをしている中で、㈲髙本農場の髙本さんとの縁が生まれ、紹介を受けた市独自の就農

支援制度を活用。熟練農家の指導を受けながら、技術向上に励む中、人との出会いの一つ一

つを大切にした。今年３月で研修を修了し、現在は農園『F
ふ ぁ ー む さ か す

arm 咲 us』として独立し、岩津

ねぎなどの農産物を育てている。

【農業研修で得たもの】　

　研修先で得たものは技術だけではない。「岩津ねぎの歴史と伝統」や「人と支えあう生き方」

など、先輩農業者たちが培った誇りや温かさといった要素から学んだことも多くあった。ま

た、「農家としての巣立ち」に向け、農機具や耕作地を探す際に力になってくれた人もいた。

「色々な人に応援してもらって今の私がある。その人たちに「応援してよかった」と思って

もらえるように頑張りたい」と気持ちを込める。　

【未来の農業を支える力に】　

　田中さんは、若手農業者グループ『あさご豊作』の一員としても活動。個人では難しい大

手スーパーなどへの出荷量をグループで対応する取り組みに励みながら、未来の農業を支える

力になるべく日々努力する中で、さまざまな想いをもった参加者から良い刺激を受けること

も多いという。「この地に来たのは、神戸に住む父の故郷であることも理由のひとつ。これか

らも、この豊かな自然環境のなかで、家族みんなで楽しく暮せれば。」と柔らかな表情をみせた。
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朝来市地域おこし協力隊

「あさこいひと」のメンバーが

毎月交代で執筆します！

朝秘広 2.12.13,200

朝来市のシティプロモーションは、まちに関わる「あなた」が主役です。

モノや文化、自然や景観はもちろん、ここに暮らし、まちを愛し、現在進行形でまちのために活動している、

市民一人ひとりが何よりも魅力です。

「あなた」が主役となり、まちの魅力を届けていける、そんなシティプロモーションをめざしています。
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今
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も
あ
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が
と
う
ご
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ま
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来
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よ
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金丸 真次郎（農林振興課）
今年の一大ニュースといえば、
私の住む久田和区にコウノト
リの巣塔が設置され見事繁殖
に成功し二羽の雛が巣立ちま
した。それから数か月間、我
が家の前の電柱に、親のコウ
ノトリ 2羽が寝泊まりするよ
うになりました。まさか朝起
きてカーテンを開けたら天然
記念物が毎日見れるなんて‼
朝来に住んでよかったです。

西村 知亜（黒川地区）
今年のニュース !自宅の一部
を水回りは業者さん、その
他の壁や天井は自分で貼り、
10月に菓子工房「そらしー
ど」をオープン。朝来で採
れた野菜を使い米粉のお菓
子を黒川温泉で販売してい
ます。来年４月の「空と大
地の恵みカフェ　そらしー
ど」オープンに向けて店内
改装も進めています。

諏訪 正和（総合政策課）
生野マインホールで、中・高生
をはじめとした“子どもたちの
居場所づくり”『学びのサード
プレイス』をしています。春以
降はコロナ対策もあり、人を集
めるのが難しかったですが、そ
の分、日常の有難さに目を向け
ることが出来ました。今年いち
ばんのニュースは、任期後に
も生野に住む予定で広めの家に
引っ越したことです。

田口　亮（与布土地域）
この秋、有機農業入門のため
のセミナーを３回開催しまし
た。これから有機農業を始め
ようとする人、すでに始めて
いる人など、新しいきっかけ
づくりや仲間作りとなるよう
な場をコーディネートさせて
いただきました。講義の聴講、
圃場での実習、さらに受講生
同士で意見交換など、有意義
な時間になったと思います。

レハン ネル（生野地域）
朝来市と同じく、南アフリ
カの鉱山で栄えた町で育ち
ました。活動を開始して 4
カ月、いろいろな人と出会
えてうれしいです。写真を
撮るのが好きで、朝来市の
さまざまな写真を撮りたい
と思っています。 写真に興
味のある人は、インスタグ
ラムアプリ @rehannel で検
索してみてください。

ケビン ネル（朝来地域）
朝来市に来て 4カ月、皆さんに
応援してもらいながらいろいろ
な活動に取り組んでいます。神
子畑のお土産を設計し試作品も
間もなく出来上がるので、とて
もエキサイトしています。市で
のサイクリング観光をＰＲする
ため、Facebook @Asago_cycling
のページも立ち上げました。車
をサイクリング仕様に改装した
ので、皆さんに紹介したいです。


